
キシコ会議報告 資料〆 ⑤

国際人口問題議員懇談会
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膣］ 卍欠ピ

（１）訪塾一行調簿 ２●●●●●

(ＩＤ 『人|］と開発に関する国際議員会議』

１．会議日程

２．開会式挨拶
福田越夫・ＧＣＰＰＤ会長

３●●●●●

５●●●●●

アジア地域グループよりの撮告
佐藤際・ＡＦＰＰＤ議長

３

７●●●●●

４．第１分科会・「家族計耐サービスの向上」
に於ける、矢i1i1秀彦議員発言 。・・・・’1

５．第２分科会・「婦人の地位の向上」
に於ける、柄谷道一議員発言 ．．・・・１２

６．ＩＰＡ行動計画 ｡．・・・１４

(付録：）

１．国連会議報告

ラファエルサラスＵＮＦＰＡ事務総長
一同英文一

．。・・・１９

国連会議報告
アントニオフローレス１

－同英文一

２

９７４年国連会議事務総長・２７

３．ＧＣＰＰＤ報告

ジエームスショイヤーＧＣＰＰＤ事務総長．・・・３５
－同西文－

４．ＡＦＰＰＤよりＩＰＡへのアピール．。・・・４２

５．参加者リスト ．．・・・４３

(ＩⅡ） 『国連・国際人口会議』

１．傷川宏・厚生政務次官・日本代表演説

２．Ｊ・バックリー・米国代表演説

３．会議「勧告」

４．メキシコ市「宣言」

。．・・・５３

．。・・・５７

。．・・・８４

。。・・・８９
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言方当壼豊一づ『ニテニモヨ争奪

(衆議院議員）＜自民党＞

(衆議院議員）＜自民党＞

（衆議院議員）＜自民党＞

（衆議院議員）＜社会党＞

（衆議院議員）＜社会党＞

（衆議院議員）＜公明党＞

（参議院議員）＜民社党＞

（参議院議員）＜自民党＞

（衆議院議員）＜自民党＞
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１．福田赴夫夫人

２．田中龍夫夫人

(同行者）

３．横手征夫（福田越夫・秘書）

(随行事務局）４．遠藤正昭（アジア人口・開発協会）

５．木村道子（アジア人ロ・開発協会）

６．竹山佳子（通訳）
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ノ、ロと巳屑'二苔↓ご僖糞Iする国隈呉言義壜ミニ会二言義
く昭和５９年８月１５日～１６日＞

８月１５日（水）＜於・下院議事堂旧館＞

１０：００～１１：００ 一散抑の辞

１．ルゴ・ヒル
メキシコ下院議長（ＩＰＡ議長）

２．サット・ポール・ミッタール
ＡＦＰＰＤ事務総長

３．マーピス・ギルモア

ジャマイカ教育大臣

４．福田越夫
ＧＣＰＰＤ会長（ＩＰＡ名誉議長）

一関会の辞

ミゲル・デラ ・マドリ大統領

一休輯１１：００～１１：１５

一議事手続１１：１５～１１：３０

１．役員（議長、名誉議長、副議長、事務総長）

議題採択２．

３．会議規約採択

↓その鰯蟇議長
＊起草委員会議長
＊起草委員会メンバ

名
名
名

３
１
４

１１：３０～１３：００ 国連会議にＣ

１．ラファエル・サラス
ＵＮＦＰＡ事務局長
一国連・国際人ロ会議サマリー

２ アントニオ・カリロ・フローレス

１９７４プカレスト会議事務総長
元メキシコ外務大臣

(行動計画についての討議）

く於 議事堂新館＞●

１３：３０～１５：0０ 一昼食

１５：００～１８：００

１．家族計画サービスの向上
２．婦人の地位
３．人口と開発政策

１９：３０～２０：００ カクテル ＜ＵＮＤＰ＞

ＺＯ：００～２２：００ 夕食会 ＜ＧＣＰＰＤ＞
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＜於・議事堂新館＞８月１６日（木）

３０～１２：４５０９

_眉L食１３：００～１４：００

今（３１４：１５～１７：００

(琴弊）
(中南米）
(アラブ）
(ＧＣＰＰＤ）

１．チャールズ・モリソン
２．佐藤陸
３．ハロルド・サンフォード
４．マーモウド・メサデイー
５．ジェームス・ショイヤー

(議員活動の役割についての自由討議）
「

＊宣言採択１７：００～１８：００

－閣今式

記者会見１８：００～１９：００

＜メキシコ下院＞夕食会２０：００～２２：００

４



「ノ、ロと閏三'三$≦しご匠巽'す－るＥヨＨ祭言義良三重言全晉言義」

Ｂｌ量I全三ﾖﾐｺ主三二弐多一三要旨

ＧＣＰＰＤ会長：福田越夫

１９８４年８月１５日（メキシコ）

木口、ここに、「人口と開発に関する国際議員会議」が開催されるに当り

御挨拶を申し上げることは私の最も光栄とするところであります。

先づ私は、この会議の開催について何かと御協力を賜り、あらゆる便宜を与

えて下さったデラマドリ大統領及びメキシコ政府並に国会に対し深甚の謝意

を表します。

さて皆さん、

われわれの前途には、政治的、軍事的、経済的、社会的にも多くの困難を抱

えておりますが、真に、人類が永きに豆って生き続ける為には、最も大きな

障壁を克服しなければなりません。

それは、今われわれが、ここで論議しようとする問題、即ち急増する人口

と人類の生存に欠くことの出来ない資源・エネルギー・土地・食糧・水など

人類の生存条件との調和の問題、つまり「人口と開発」の問題であります。

申すまでもなく、人類の生.存に欠くことの出来ない、資源・エネルギー・土

地・水等は有限であります。人類は、これら人類の生存条件の拡大開発に努

力すべきことは当然でありますが、その生存条件との均衡を超えて生存する

ことは不可能であります。人口だけが無限に増加することは許されないとこ

ろであります。

この簡単な論理が長い間軽視され、無視されてまいりましたが、この論理は

今日、もはや無視も軽視も出来ません。
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かくて人口問題に対する関心は急速な高まりを見せ、１０年前の１９７４

年は国際連合によって世界人口年と指定され、世界１３ｓケ国の代表に依る

国際人ロ会議が開かれ「世界人ロ行動計画」が採択されたのであります。

この行動計画は人口問題推進のため画期的なものでありましたが、その実施

状況を検討するとともに新たな措置を討議するため、今回メキシコ・シティ

に於て国際人ロ会議が開催されたのであります。

私はこの国際会議の成果を高く評価するもので、同時にこの会議の経過を

通じ、この問題の処理がいかに容易なものでないかを、新ためて痛感した次

第でありますが、このような人類の運命にもかかわる大問題への取組みにつ

いては、口々の問題処理に忙殺されがちな行政府だけでは十分ではないと思

います。より自由で、より広い立場で考え、且つ行動する、立法府の議員こ

そがこの問題の処理に参加し協力すべきだと思うのであります。

このような認識の下に、多くの国で、立法府の議員は立ち上り行動を開始

しました。既に約ｓｏの国々に於て、人口と開発の命題を集中的に討議し解

決する国会議員集団が結成されました。その集団の綜合連絡の機構として一

昨年は、私が会長を務めております『人口と開発に関する世界議員委員会

（ＧＣＰＰＤ）』も結成されました。そして今回、この世界議員委員会の提

唱の下、メキシコ国会の協賛を得て世界議員会議が開催された次第でありま

す。

ここ１０年の間、各国立法府議員の「人口と開発問題」に関する活動は、

各々の国において、また各々の地域において年とともに盛んとなり、貴重な

実績を挙げてまいりましたが、今回のこの会議に於ても活溌な意見交換が行

われ、実り多い成果があげられるよう、連帯と協調の精神のもと、世界平和

と人類の幸福の為切に期待いたします。
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「ノ、ロとBIE1畳若しご匠糞I－する国11祭言義里=重言全号言義」

フアジニラテー士也土成グーノレーフロ幸辰帝書Ｆ・墓毫旨

ＡＦＰＰＤ議長：佐藤陸

（国際人ロ問題議員懇談会・代表幹事）

１９８４年８月１ｓ日（メキシコ）

議長始めご列席の皆さま、‘

アジア地域の概要を報告し若干の所見を申し上げます。

さて、この１０年間で世界の人口増加率がＺ％から１．７％へと、やや減

速に転じたことは、我々人類の英智と努力の結果であり、歴史に残る実績で

あります。特に世界人口の約Ｂ０％を抱えるアジア諸国は、人口爆発の状

況にいかに対処鬘すべきか、絶ゆまざる努力を重ねてきました。

そうした中で、１９７４年ブカレスト世界人ロ会議に先立ち日本の有志国

会議員が、この問題に取り組むため『国際人ロ問題議員懇談会』という超党

派からなる自主組織を作りました。以来、世界各国へ同様組織の発足を呼

びかけ今では、約５０ケ国がこの組織を持つに至りました。

こうして誕生した各国組織との交流活動から、先ず第一に１９８１年１０月

世界最大の人口を擁する中国で、始めて「人口と開発に関するアジア国会議

員会議」が開催され、その積極的な決議を受け直ちに『人口と開発に関する

アジア議員フォーラム、（ＡＦＰＰＤ）』が発足致しました。引続き、１ｓ

８４年２月、世界第二位の人口を擁するインドで、議会制度を持つ国連加盟

国であり人口問題に関する議員グループを持つ国、都合１５ケ国及びこのグ

ループを結成中である１４ケ国、合計ｚ９ケ国の参加を得て、「第一回ＡＦ

ＰＰＤ大会」が開催されました。
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その際、次の３項目の達成に協力を誓いました。

すなわち『ニューデリー宣言』です。

（１）西暦ＺＯＯ０年迄にアジア地域全体における人口増加を抑え、人口

増加率１％を達成すること。

（之）アジア全域における死亡率を減少すること。

とくに、西暦２０００年迄に地域内における乳幼児死亡率を５０％

減少させること。

（３）計画的な都市人口の増加のための政策と、人口を地方に留めおく努

力を併せ行いアジア諸国に於ける人口分布の均衡化を実現するこ

と。

また、この目標を実現する為の行動計画が採択されました。それは、

１．婦人の地位の向上

Ｚ・基本的保健サービスの向上と、このサービスと家族計画との統合

３．宗教を超越した新しい避妊技術の開発

４．情報伝達の合理化

５．教育と訓練の充実

Ｓ・バランスのとれた開発計画

７．農村の社会及び保健の領域での向上を図る

等であります。

そして、我々はアジアの国会議員、政府、非政府機関、報道機関、国際機

関、エイシァン・フォーラム運営委員会、グローバル・コミッテイーに対し

てその行動を呼びかけました。

人口と開発のプログラムをもとに、お互いの幸福を目標に立法府議員として

の使命を再認識し、組織的かつ継続的な活動を決意致しました。

尚、今回の会議に際してＡＦＰＰＤのアピールをまとめ、お手元に配布いた

しますのでご参照下さい。

以上、アジア地域の概要を報告申し上げましたが、ニューデリー宣言では
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言及しなかった高齢化の問題に触れてみたいと思います。

わが日本は、極めて短期間に、人口転換を達成することができました。その

結果として、人口高齢化の問題が、現在並びに将来にわたり、非常に深刻な

課題となってきております。人口問題は、一つの問題の解決が新たな問題

を生むという宿命を持っています。

既に、シンガポール、韓国、そして中国も、高齢化の問題に強い関心を持ち

始めています。

人口抑制が高齢化の要因となるとはいえ人口抑制を、おろそかにしてはなら

ないということを私はここで敢えて強調したいのです。

では、我々は何をなすべきか。未来予測に右往左往するのではなく、人権

を尊重し、人間の能力や質をより以上に高めていくことが必要です。例えば

健康の向上は高齢者の医療費を軽減させますし、高齢者の雇傭機会を増大さ

せることは、年金負担の増大による社会活力の低下を防ぐでしょう。

この高齢化問題へのわが国の対応策が、現在人口増加抑制に努力している国

々にとって参考例となるよう、敢えて付言致しました。

最後にもう一つ、申し述べたいことがあります。

このたびの国連主催の人口会議に於ける、米国の人口中絶や家族計画のすす

め方に関連しての発言に、我々も大きな関心を持たざるを得ません。

私も、胎児中絶には原則として賛成できません。しかし現状と、その予測さ

れる未来を考えたとき、不幸な中絶をなくす為には、まずそれを行なわざる

を得なくしている状況の改善、即ち効率的な家族計画に取り組むことが急務

であり重要なのではないでしょうか。

人口問題は、非常にデリケートな問題を数多く内包しています。

その国の民族、宗教、文化、政治、経済等と有機的に結合しており、ややも

すると我々はその迷路の中で立ち往生してしまいます。しかし、複数の視野

があれば、迷路は容易に突破できるものです。この複数の視野とは、まさに

「国際協力」そのものであります。
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知恵を持つ者は知恵を、豊かな財を持つ者は財を、これを必要とする国々

へ提供しよう。そして、この友情を受ける国は感謝と自らの努力によって

問題解決のために真剣に汗を流そう。

このことこそが、人口問題を解くキー・ポイントであり相互協力、相互依存

をうたう国連憲章の大原則に添うものであると私は確信いたします。

さて、我々は「人口と開発」の命題を、集中的に立法府議員の立場から各

々の地域で今日まで努力を重ねて参りましたが、今後は、グローバル・コミ

ッテイーを中心に連携を保ち、世界平和への基礎となる「人口と開発」の問

題解決へ向けてさらに討議を重ね、それぞれの政府を督励し、目的を達成し

ようではありませんか。

私は、ＡＦＰＰＤの議長として汗を流し続けます。関係各位のご指導を

お願い申し上げます。お互いが流した汗は必ずや問題解決への潤滑油とな

ることと信じます。

目的達成を祈り、前進を誓いましょう。
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第１分科会『家族計画サービスの向上』に於ける

矢追秀彦議員・発言要旨

議長、先ずこの『人口と開発に関する国際議員会議』開催に当たり多大な努力

をされているメキシコ議会に深甚よりの謝意を表します。

またここに御参集の皆様の熱意に敬意を表したいと思います。

さて、私は日本の家族計画の様子について極簡単に申し述べたいと思います。

'９耶皐日本は戦後『優生保護法』を成立し、その後｢家族計画｣は母子保

健を中心にすすめられました。

子供の数は政府からの指示ではなく個々の家庭、夫婦によって決められました。

その理由には教育費の問題、子供の健康の問題、また狭い住居の問題等がありま

すが、この傾向には都市と農村間での大きな格差はありませんでした。

避妊方法については、日本ではピルが解禁されておらず８０％がコンドームを

使用し、リズム法（オギノ式）、ＩＵＤ等がその主な方法になっております。

日本では理想的な人口抑制がなされた後、吹なる高齢化の問題が大きな課題と

なっており、現在その対策が構ぜjうれております。
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第２分科会『婦人の地位』に於ける

柄谷道一議員・発表要旨

議長、メキシコ政府及び国会議員が今回の国際議員会議を成功させるために献身的に努

力されていることに対し、心から感謝致します。

昨日の分科会に於ける各国代表の報告を拝聴して、夫々国情のそおいはあるものの人口と

開発、婦人の地位向上問題について最大限の努力を傾けられていることに感銘を深くしま

した。

私は民社党（ＤＳＰ）に所属していますが、党の立場としてではなく客観的に日本の現状

を報告したいと思います。

日本は現在、高学歴社会と高齢化社会いう二つの問題に直面しています←即ち国民の

１００％は９年間の義務教育をうけ、識字率は１００％であるほか、高校進学率は９５％

近くに達しており、その約４０％が大学に進学しています。

また、教育の充実は家族計画の浸透一出生率の低下一医学技術の進歩による死亡率低下で

平均寿命は男７４才、女７９才に達しました。

高齢化社会への対応は政治の重大な課題の一つであります。

婦人の地位については憲法及び諸法律で平等が保障されており社会開発と経済成長に伴

って女性の社会参加は近年著しく進み、女性の参加なくして日本の経済は成りたたない、

と言っても過言ではありません６また、生活改善、物価安定、環境保全、ポランタリー

運動、平和運動等の国民運動の主役は婦人になりつつある、と言っても過言ではありませ

ん。

しかし、雇用の機会の均等、即ち採用、解雇、昇進、労働条件等については残念ながら

平等が完全に保証されている現状にはありません。この為現在、国会に男女雇用平等法

が政府より提出されていますが、政府案はこの採択との見返りに、残業、休日出勤,産前
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産後休暇、深夜業禁止等の規制を他の先進国なみに緩和する内容を含んでおり、野党は、

これに反対するとともに、事業主がこれに違反した場合、政府の是正勧告を強めて罰則を

含む強制規定とするよう修正を求めています。

いずれにしても、この法律は本年末または、来年早々成立する見通しであり、これを契機

として男女の雇用平等に関するＩＬＯ条約の早期批推を実現したい。

戸籍法の改正も実現しました。

その他にも一定期間（３年程度）女性勤労者が育児に専念した後、原職に復職できるよ

うにする、育児休業制度、国民皆年金制度が早くから実現していますが、高齢で離婚した

場合、遺族年金が支給されぬという矛盾を是正するための基礎年金制度の創設が、政治課

題となっています。

人口問題と男女平等問題を全地球的に普遍させていく為には、途上国の自助努力と先進

国の協力を調和させることが必要です。

途上国の一層の努力を期待するとともに、日本としても超党派で協力を今後一層充実させ

るよう努力したいと思います。
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｢ノ、ロとＥ３+弓'三Ｅ↓ご匠巽I－する匡IIS祭言義星=ミニ全害言義」

イテ重fJ言十画Ｉ＜ニーニゴ之二＞

（１９８４年８月１ｓ曰・メキシコ）

1984年８月１５～１８日、メキシコ市で開催された人口と開発に関する国際議

員会議に出席した我々８０ヶ国の国会議員は、

人口と開発政策の最終目的は生活水準と、個人、家族の福祉を向上させる

ことであると断言する。

｡

1984年８月８～１４日メキシコ市で開催された国連国際人ロ会議で採択され

た、人口問題は開発計画の主要部分をなす、との合意事項を考慮する。

｡

人口政策は、各主権国家の優先事項であることを基本とみなす。｡

1979年スリランカ国コロンボで開かれた人口と開発問題に関する第一回

国会議員国際会議以来、この問題に|ご携わってきた国会議員によりなされ

た成果を認識する。

｡

国会議員は人口開発と問題に関連する政策の策定と法律の制定に於て特異

且つ貴重な役割を果たすことを再言明する。

｡

国会議員活動の動き

世界中の国会議員に、人口と開発に関する共通の関心の中から近年重要な国

際的な動きが生まれた。1979年のコロンボ会議以来、汝のような成果が生まれ

た。

1981年には中国・北京にて、1982年にはブラジル・ブラジリアにて、1984年

にはインド・ニューデリーにて、同年チュニジア・チュニスにて、同年６月
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イギリス・ロンドンにて国会議員地域会議が開かれた。

人口と開発に関する国会議員世界委員会＜ｑ０．Ｐ・Ｐ.、.〉(1982)、人口と開発に

関する国会議員アジア議員フォーラム<A､Ｆ・Ｐ・Ｐ.，.〉(1982)、人口と開発に関す

るアメリカ国会議員グループ〔1988)、が結成された。

この短期間に、４０ヶ国に於て人口と開発に関する国会議員国内グループが

結成された。これは1979年のスリランカ会議以前に結成されていた８つの同種

の国会議員グループに追加されるものである。

さらに組織的な、国会議員の動きは、Ｇ､０Ｐ・Ｐ.、､の支援により、1984年国連

国際人ロ会議各国代表団の中に国会議員の参加を勧めることにより、同会議の

成功に貢献した。

国会議員の役割

国会議員は、社会の全階級と団体の要請に応ずぺ<、国民より選出された代

表として、人口と開発の過程に於て重要な役割を負っている。この役割には、

以下の事項を奨励し、助成することに於てイニシアチブをとることが含まれて

いる。

つまり、

1．人口と開発問題が優先的取扱いを受けることを確実にすること。

2．人口と開発問題の重要'性と相関関係を有権者に喚起すること。

3．行動の必要に関し政治上の総意を確保すること。

4．法制上の方策に着手すること。

5．人口と開発問題に十分な基金の獲得のために努力すること。

8．かかる活動の進捗ぶりを見守ること。

７．－国の経験が他国にも役立つよう、他国の国会議員と協力すること。

8．人口と開発の分野に関わる国際機関、UNFPA､UNDP及びその他の国連機関ば

かりでなく、非政府機関、殊にIPPFの世界的組織と協力すること。

将来の行動の原則

1984年国連国際人･ロ会議＜IOP〉の勧告は、人口と開発の主要問題について、

国際間で著しい合意が得られたことを示している。これを出発点として国会議
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員は、自国の社会、文化、経済、政治条件に照らしてこれらの勧告の適用に努

力する特別の責任を負っている。まず第一に、国会議員が重要な役割を果たす

分野としては次のものがある。

1.人口と開発

各国の開発計画をすすめるに当っては、人口問題を考慮することを確実に

すること。

2.女性の地位

市民、政治、経済、社会権利といった分野に於て女'性差別がないか法制を

再検討すること。男女同権を保証する法律を採択し、そうした法律の実施を

見守ること。法律の枠外にあっては、女性の同等地位獲得を妨げている社会

的障害の変革に努力すること。

3.健康問題

「西暦2000年までに、人類全体に健康を」のスローガン達成の為に必要な

団体行動に参加して初期健康治療計画の強化、拡大を計ること。

4.家族計画

すべての人間が自由に責任を持って自分の子供の数と生む時期について選

ぶ権利を持ち、家族計画サービスと情報が社会の全階級の人に行き届くこと

を保証し、またその為の施策を確実にすること。

5.教育

特に女性に配慮した上で、全ての人々に教育の機会の拡張を計ること。

8.環境

環境を守り、天然資源と増える人口の要求の間の調和を保つよう努力する

こと。
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7.移民

移民問題の軽減のため助力すること。

8.コミュニティ参加

諸計画の必要性、立案、開発、実施、評価の鑑定への集団の参加、殊に婦

人や草の根の人々の参加を促進すること．

9.献身

立法者としての自らの責任を認識し、国民の代表であり、社会の指導者で

ある、本会議に出席した我々国会議員は、下記の事項に献身し、その約束を

再度明らかにする。

①人口と開発の問にある相関関係の意識化と理解を維持、拡大し、

②各国また地域委員会、世界委員会＜グローバル・コミッティー〉間の運

動を拡大、強化し、

③かかる問題に対する国内並びに国際的な資金援助を増す方向への努力を

強める。

最後に我々の最終目的は個人並びに家族の生活水準と福祉に貢献することで

あると再び表明する次第である。
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起草委員会メンバー

(ジャマイカ）

(イギリス）

(ケニヤ）

（日 本）

マーピス・ギルモア

チャールズ・モリソン

キマニワ・ニヨイケ

佐藤隆

議長

●
●

(インド）

(イギリス）

博士

卿

ラムラル・パリツクポ

ジコージ・シンクレア

アドバイザ

●
●

三
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ニヱ１雪一一ター

ラファエルＭ・サラス

（ＩＰＡ・蕊務総長）

１９８４年Ｂ｝１１５口

園際人｢'会議ではｒＨｌ:界人口｝舌動計闘に述べられている諸原則と実践とが、広範５１｢'にわ

たってi(#確認され、IiP柵にＡ１論M1iのj1ju定が拡張強化されました。

ブカレストでの会議は、開発に於ける人口間髄の鴬味を明碓にするものであったのに対し

て、メキシコでの会議は、すべての鰯による1編+｜(iiiの効果的な実施を求めるものでありま

す。これら芝つの会議は、人同調題についての考えとV舌勃の重要性を訴えています。

人｢]瓢賎の最終割標と政策が本1jT欠の部分となっているﾈ'二余、経済人的鶴発計画の主[’

約は、人熊の柵舌水樵の(ｈｌＭｅ生’舌の質の改鋳であることをメキシコ会議は雛調しており

ます。人口政策と諭痴を推進実施するにあたっては、厩家主権と個人の選択の臼由が優先

されなければなりません。

題身界人、活動計測の中で、人口翻題括動での議員の重要'性が確認ざれﾌﾞこのは、始めてで

あります。議員のiﾉjIi動を後援、支持した鬮遮内部での先駆渚として、翻連人口括動鑑金は

支採と協力を続けるよう要請されております。

メキシコ宣言と勧告は、6t界人口活動計源iの継続`朧と共に力点の変化を次の分野で示し

ております。人｢'増加「高死亡率、高鵬病率、移住卿懸は、弓Ｉ続き緊急な行動を求められ

る重大な根本的な問題です。政府は人口政策、人口計両での役割を一層強化し、この閤題

について白立できるように虜らの努力を進める。各国政府は強制と収奪を行なわずに、

夫婦、欄人の鯛む子供の数を実現するために人権を尊重した広く利用のできる知識、教

育、手段の提供を震講されています。力【賑'二１１絶は家族計画手法としては推奨されるべき

ではありません。
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＊プライマリーヘルスケアー制度内で、母子保健i/舌動には榊別の注意が払われるべき

である。

＊祁汁jと農村の総合的鮒発戦略が、人、政策の不可欠の部分となる必要がある。

＊各国政府は、移住者の権利を守ること力塒に要請されている。

＊女`無のｵ綴りの保護と地位の両'二に一段と強い勧告があり、最終i文書の独立した項目

として設定されている。

＊女'畦は家庭内の役害$と社会、経済的役割を個人として十分に履行できるようになる

ように、教育、訓練、扉阿鯛係の利益に十分にあずかる機会を与えられなければな

らない。

＊老齢者と子供には特別の配慮がなされなければはらない。

＊人口計画の効果的な実施には、国連組織の重要'畦が認識されることと、国運人口i/喬

勁捲金の能力強化が人口計閥の必要性に応ずる為に重要である。

＊人口閤題の麓新的解決策の遂行にあたって、非政府機関の重要Ｉ鮭が認められる。

＊当計両の諾規定は、実施計画とこれを支えるための資源の増加の必要性を明確

に訴えている。

人口開題に関して、この１ｏ年間になされた進歩を代表するものとして、一つだけ上げ

なければならないとするならば、それは効果的な計画立案の知識と能力の向上ということ

になりましょう。先日我々が日にしたように人口問題の重要，畦については、ほとんど論議

の必要がありませんでした。そのかわりに、我々は開題に対応する方法、しかもその計両

を支える資源を見出す方策に箪大な関心を寄せるようになりました。
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人口問題への関心力澗まるにつれて、これに捧げられる資源も大きくなってきました。

１９７９年にこの-.速の会談を灘{七させた議員会議は人口計闘の全１１上界的支援のため

に毎年１０億米ドルを要求しました。この合計金額は未逹成ですが、そのような金額でも

今日の必要を満たすには、先ず不十分だろうと思われます。

議員という立場で、皆様方は国連人口会議の内奔に極めて重要な関係をもっておられま

す。というのも皆様方｡圓身が政策決定鶉なのですから。棒様方は政策決定者と国民との

闇の不可欠な総なぎ手なのです。皆様方は、御自分が奉什する人々の必要と要望を評価し

それを政策の中に反映せるという特殊な立場におられます。同時に、国家資源を人口闇題

に一層集中するよう世論を動員する機能も持っておられます。先進国においては人口間題

が、より多くの支援を必要とする電要な圃際的な分野であることの蝿解を深めるために努

力することでしょう。発展途上国においては人口問題に関して要求することを意味する

でしょう。他の開発分野と競合するという形でなく、開発の仕事の重要なる補充としてで

あります。

人口問題は、国家的問題であると同時に地球的規模の閤題です。メキシコ会議の勧告

も含めて、全ての關係文書は、人口１１W題の国家的畦格と全世界的憐格を協調し、この二つ

の闇には、国家主権の問題が絶えることなく存在すると述べています。国際的、社会的、

経済的条件が、人口政策に強く影響しますが、更には、一国の政策、あるいは、その欠如

が国際的反響を呼び起こします。議員の皆様は、国内立怯と全世界的人口問題の目標とが

一環,性を保つように追求されるべきでしょう。効果的立法は、人口データの正確な知識に

基づくべきでしょう。更には、諸国家及び諾国民の持つ価値観をも考慮すべきでしょう。

議員の皆様は、人口問題の複雑化と諸国の価値観の変化に敏感であるべきです。人口閤題

を担当する適切な政府部局がなければ、人口関係注の十分な履行もありえないでしょう。

議員の皆様は、適切な政府省庁に人口問題担当部署の設立を推進し、またもし現存するな

ら、その維持を測るべきです。

発展途上国には、この１０年間、自助努力の強化が見られました。人口問題は、計画次

第では、成功させることも可能である分野であること力現在は認められております。
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然し…立案の段階で、その企て乞れた計漸が必ず実施されるように配慮することが必要で

す。Ｗﾁ心i'M1大の人｢]鱒連独､鞠に非現実的な|]標を持つものは櫛くの卿士廊園を集めるか

もしれませんが、国内の現実と必要'畦に合わせて、念入りに仕立てられた、小規模の政策

に比べて、」憂い岡で見れば効率が悪いということになりましょう。議風の杵様は、この根

庇に横たわる蝿題意識を持って、人ｎ懇題に鴎わる立法に取り紙まれるべきです。

この会合は、メキシコ宣涛以峰初めての重大な意味をもつ会議であります。これからの

１０年畷は、枇界人｢J行動i１噸iの、より効果的な実行の期闇であり、我々の時代の最露要

門題の一つに、引続き舛応措置がとられるべき１０年でもありましょう。

そうした申で、議員は常に震:要な役割を果たすことを期待されているのです。
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ＳＰＥＥＣＨＢＹＲＡＦＡＥＬＭ．ＳＡＬＡＳ

（EXECUTIVEDIREOmROFUNFPA）

AUGUST１５，１９８４

）厄XICDOITY

OonferenceonPopulationwhichhasjustendedhasbroadly

lesandpraoticesetoutintheWorldPopulationPlanof

breath，extendedandstren8thenedtheproviｓｉｏｎｓｏｆｔｈｅ

Thelnternational

reaffirmedtheprincip

Actionandinthesame

Plan．

theconferencethatdefinedpopulationindevelopment，

thatcallsfortheeffectiveimplementationofthePlanby

confeTencessignifyboththoughtandactioninpopulation．

WhileBucharestwas

Mexicoistheconference

allcountries・ｍｅｓｅｔｗｏ

TheMexicoOonferenceoonfirmsthaｔｔｈｅｐｒｉｎｃｉｐａｌａｉｍｏｆｓｏｃｉａｌ，economic

andhumandevelopment，ofwhichpopulationgoalsandpoliciesareintegralparts，

istoimprovethestandardsofliviｎｇａｎｄｃｌｕａｌｉｔｙｏｆｌｉｆｅｏｆｔｈｅｐｅｏｐｌｅ・Ｉｎ

ｐｒｏｍｏｔｉｎｇａｎｄｉｍｐｌｅｍｅｎｔｉｎｇｐｏｐｕｌａｔｉｏｎｐｏｌｉｃｉｅｓａｎｄｐｒｏｇＴａｍｍｅｓ，ｎａｔional

sovereigntyandindMdualfreedomofchoiceareparamount．

ofparliamentariansinpopulationｗｏｒｋｉｓ

ｔｈｅｆｏｒｅｒｕｎｎｅｒｆｏｒｔｈｅｓｕｐｐｏｒｔｏｆ

ｉｓｒｅｑｕｅｓｔｅｄｔｏｃｏｎｔｉｍｅｉｔｓｓupportand

Forthefirsttime，ｔｈｅｉｍｐｏｒｔａｎｃｅ

ｒｅｃｏｇｎｉｚｅｄｉｎｔｈｅＰｌａｎ・UNFPAas

ParliamentaTiansintheUnitedNations

collaboration．

TherecommendationsandthedeclarationofmeXicoindicatebothcontinuity

andchangedemphasesintheWorldPopulationPIanofActioninthefollowingareas：

・ＴｈａｔＰｏｐｕｌａｔｉｏｎｇｒｏｗｔｈ，ｈｉｇｈｍｏｒｔａｌｉｔｙａｎｄｍｏｒｂｉｄｉｔｙａｎｄｍｉｇｒａｔｉｏｎ

ｐｒｏｂｌｅｍｓｃｏｎｔｉｍｅｔｏｂｅｃａｕsesofgreatconcernrequiringimmediate

action；

・ThatGovernments,increasinginvolvementinpopulatｉｏｎｐｏｌｉｃｉｅｓａｎｄ

ｐｒｏｇｒａｍｅｓａｎｄｉｎｃｒeasingeffortsontheirparttoattainselfreliance；

・ThatGovernments

educationandthe

ｄｅｓｉｒｅｄｎｕｍｂｅｒ

ｃｏｒｅｃｔｉｏｎｏｎｔｈｅ

arerequestedtomakeuniversallyavailableinformation，

meanstoassistcouplesandindMduaｌｓｔｏａｃｈｉｅｖｅｔｈｅｉｒ

ｏｆｃｈｉｌｄｒｅｎ，ｃｏｎｓｉｓｔｅｎｔｗｉｔｈｈｕｍａｎｒｉｇｈｔｓ，ｗｉｔｈｏｕｔ

onehandordeprivationontheother･Ａｂｏｒｔｉｏｎｉｓｎｏｔｔｏ
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bepromotedasamethodoffamilyplanning；

・Ｔｈａｔｓｐｅｃｉａｌａｔｔｅｎｔｉｏｎｓｈｏｕｌｄｂｅｇｉｖｅｎｔｏｍａｔｅｒｎａｌａｎｄｃｈｉｌｄｈｅａｌｔｈ

ｓｅｒvicesWithinapTimaryhealthcaresystem；

・Ｔｈａｔｉｎｔｅｇｒａｔｅｄｕｒｂａｎａｎｄｒｕｒａｌｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔｓｔｒａｔｅｇｉｅｓｓｈｏｕｌｄｂｅａｎ

ｅｓsentialpartofpopulationpolMes；

・ThatGovernmentsareaskedspecificallytoprotecttherightsIofmigrants；

・Thattherearestrongerrecommendationsforprotectingtherightsand

ｉｍｐｒｏｖｉｎｇｔｈｅｓｔａｔｕｓｏｆｗｏｍｅｎａｎｄｔｈｅｓｅｈａｖｅｂｅｅｎｅｓｔａｂｌｉｓｈｅｄａｓａ

ｓｅｐａＴatesectionofthefinaldocument；

・Ｔｈａｔｗｏｍｅｎｓｈｏｕｌｄｈａｖｅｆｕｌｌａｃｃｅｓｓｔoeducation，trainingａｎｄｅｍｐｌｏｙｍｅｎｔ

ｔｏｅｎａｂｌｅｔｈｅｍｔｏａｃｈｉｅｖｅｐｅｒｓｏｎａｌｆｕｌｆｉｌｌｍｅｎｔｉｎｂｏｔｈｆamilialand

socio-econolnicroles；

．、xattheelderlyandyoutharegivenspecialattention；

・ＴｈａｔｔｈｅｉｍｐｏｒｔａｎｃｅｏｆｔｈｅＵｎｉｔｅｄＮａtionssystemforthesuccessful

executionofpopulationprogrammesisacknowledgedasisthestrengtheniｎｇ

ｏｆｔｈｅａｂｉｌｉｔｙｏｆＵＮＦＰＡｔｏｒｅｓｐｏｎｄtothoseneeds；

・Ｔｈａｔｔｈｅｉ】nportanceofnon-governmentalorganizationsis1Pecognizedinthe

pursuitofinnovativesolutionstopopulationpToblems；

・ＴｈａｔｔｈｅｐｒｏｖｉｓｉｏｎｓｏｆｔｈｅＰｌａｎｃｌｅａrlyreflecttheneedforoperational

progranmnesandincreasedresourcestosuplportthem

ｌｆｏｎｅｓｉｎｇｌｅａｄＶａｎｃｅｈａｄｔｏｂｅｓｅｌｅｃｔｅｄｔｏｔｙｐｉｆｙｔｈｅｐｒｏｇｒｅｓｓｍａｄｅｉｎ

Ｌｔionduringthelastdecade，ｉｔｗｏｕｌｄｂｅｔｈｅｇｒｏｗｔｈｏｆｋｎｏｗｌｅｄｇｅａnｄｔｈｅpopulationduringthelastdecade，ｉｔｗｏｕｌｄｂｅｔｈｅｇｒｏｗｔｈｏｆｋｎｏｗｌｅｄｇｅａｎＣＩｔｎｅ

ａｂｉｌｉｔｙｔｏｐｒｏｇｒａｍｍｅｅｆｆｅｃｔｉｖｅｌｙ・ＡｓｗｅｈａＶｅｓｅｅｎｔｈｉｓｗｅｅｋ，ｔｈｅｒｅｉｓｌｉｔｔｌｅ

ｃｏｎｔｒｏｖｅｒｓｙａｂｏｕｔｔｈｅｉＩｚＩｐｏｒｔａｎｃｅｏｆｐｏｐｕｌａｔｉｏｎ・Insteadwehavebecome

concernedwiｔｈｔｈｅｍｅＭｓｏｆａｄｄｒｅｓｓｉｎｇｔｈｅｉｓｓｕｅａndfindingthereSourcesto

supportprogrames．

Asinterestinpopulationmattershasgrown，ｓｏhavetheresourcesdevoted

tothem・ＴｈｅｍｅｅｔｉｎｇｏｆｐａｒｌｉａｍｅｎｔａｒｉａｎｓｗＭｃｈｉｎauguratedthisseriesof

colloquieｓｉｎｌ９７９ｃａｌｌｅｄｆｏｒｏｎｅｂｉｌｌｉｏｎＵＳｄｏllarsinworld-wideassistancefor
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populationprogrameseaohyear・Thistotalhasnotyetbeenreacheｄ－－ｂｕｔｗｅ

ｋｎｏｗｔｈｅｅｖｅｎｓｕｃｈａｎａｍｏｕｎtwouldhardlybesufficienttosatiSfytheneedtoday．

AsParliamentarians，youhaveavitalconcernwiththesubｊｅｃｔｍａｔｔｅｒｏｆｔｈｅ

Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ・ＹｏＵｙｏｕｒｓｅｌｖｅｓａｒｅｐｏｌｉｃｙ－ｍａｋｅｒｓ・Ｙｏｕａｒｅｔｈｅｅｓｓｅｎｔｉａｌｌｉｎｋ

ｂｅｔｗｅｅｎｐｏｌｉｃｙ－ｎＩａｋｅｒｓａｎｄｔｈｅｐｕｂｌｉｃ・ＹｏｕａｒｅｉｎａｕｎｉｑｕｅＰｏｓｉｔｉｏｎｔｏｅｖａｌｕａｔｅ

ｔｈｅｎｅｅｄｓａｎｄｄｅｓｉｒｅｓｏｆｔｈｅｐｅｏｐｌｅｗｈｏｍｙｏｕｓｅｒｖｅａｎｄｔｒａｎｓｌａｔｅｔｈｅｍｉｎｔｏ

ｐｏｌｉｃｙ・ＹｏｕａｌｓｏｈａｖｅｆｕｎｃｔｉｏｎａｓｍｏｂｉｌｉｚｅrsofopiniontowardsagreateT

concentrationofnationalresourcesinpopulation．

Indeveloppedcountries，thiswillmeaneffoTtsforbetterMdeTstandingof

theimportMceofpopulationasaninternationalfieldforincreasedassistance・

IndevelopingcoMtries，itwillmeanputtingforwardtheclaimsofpopulation，

notincompetitionwithotherareasofdevelopment，ｂｕｔａｓａｖｉｔａlcomplementto

theirwork．

Populationisbothanationalandaglobalissue・Allrelevantdocuments，

includingthereoommendationsoftheHexicoCityConference，ｓｔｒｅｓｓｔｈｅｎａｔｉｏｎａｌ

ＭｄｇｌｏｂａｌｎａｔＭｅｏｆｐｏｐｕｌａｔｉｏｎｔｈｅｃｏｎｔｉｎｕｕｍｂｅｔｗｅｅｎｔｈｅｔｗｏｌｉｅｓｎａｔｉｏｎａｌ

ｓｏｖｅｒｅｉｇｎｔｙ・International，ｓｏｃｉａｌandeconomioconditionsStronglｙａｆｆｅｃｔ

ｐｏｐｕｌａｔｉｏｎｐｏｌｉｃｉｅｓａｎｄ，ｉｎｔｕｒｎ，ａcountry，ｓｐｏｌｉｃｙ，ｏｒｌａｏｋｏｆｏｎｅ，has

internationalrepercussion・Parliamentariansshouldseekconsistencybetween

nationallegislationsandglobalpopulationgoals．

Effectivelegislationshouldbebasedonaccurateknowledgeofpopulation

data・ＴｈｅｙｓｈｏｕｌｄｔａｋｅｉｎｔｏａｏｃｏＭｔ，inaddition，thevaluesprevailinginthe

countrｉｅｓａｎｄｔｈｅｎａｔｉｏｎｓ･Ｐａｒｌｉａｍｅｎｔａｒｉａｎｓｓｈｏｕｌｄｂｅｓｅｎｓｉｔivetothe

increasingoomplexityofpopulationissuesandthechanginｇｖａｌｕｅｓｏｆｔｈｅｃountries．

HIoadequateimplementationofpopulationlegislationcanoccurMlessthere

areadepuategovernmentaldepartmentsandagenciesthataddresstｈｅｍｓｅｌｖｅｓｔｏ

ｐｏｐｕｌａｔｉｏｎｃｏｎｃｅｒｎｓ・Ｐａｒｌｉａｍｅｎｔａｒｉａｎｓｏｕｇｈｔｔｏｅｎｃｏｕｒａｇｅｔｈｅｃｒｅａｔｉｏｎ，

establishmentormaintenance,ifexistent,ofpopulationunitsintheappropriate

governmentaldepartmentsorministries．

Thedevelopingcountrieshaveshownincreasingself-relianceduringthis

decade・Ｉｔｉｓｎｏｗａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｄｔｈａｔｐｏｐｕｌａｔｉｏｎｉｓａｎａｒｅａｗｈｉｃｈｃａｎｂｅ

ｐｒｏｇｒａｍｍｅdwithsomesuccess・ＢｕｔｃａｒｅｉｓｎｅｅｄｅｄａｔｔｈｅｐＩａｎｎｉｎｇｓｔagethatthe

proposedpoliciescanbeimplementedOver-ambitiouspopulationlegislations，

ｅｓＰｅｃｉａｌｌｙｔｈｏｓｅｗｈｉｃｈｈａｖｅｕｎｒｅａｌｉｓｔｉｃｇｏａｌｓ,ｌａｙｍａｋｅｔｈｅｈｅａｄｌｉｎｅｓｆｏｒａ
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ｗｈｉｌｅ，ｂｕｔｗｉｌｌｉｎｔｈｅｌｏｎｇｒｕｎｂｅｌｅｓｓｅｆｆｅｃｔｉｖｅｔｈａｎａａｍａｌｌｅｒｐａｃｋａｇｅｍｏｒｅ

ｃｌｏｓｅｌｙｔａｉｌｏｒｅｄｔｏｎａｔｉｏｎａｌｒｅａｌｉｔｉｅｓａｎｄｎｅｅｄｓ・ParliamentariMsoughtto

approachpopulationlegislationwiththisunderlyingapproach．

ＴＭｓａｓｓｅｍｂｌｙｉｓｔｈｅｆｉｒｓｔｄｅｃｉｓｉｖｅmeetingaftertheMexicoDeclaration・

ＴｈｅｎｅｘｔｄｅｃａｄｅｗｉｌｌｂｅａｐｅｒｉｏｄｏｆｆｕrthereffectiveimplementationoftheWorld

PopulationPlanofActionandthedecadeforthesustainedatteｎｔｉｏｎｔｏｏｎｅｏｆ

ｔｈｅｍｏｓｔｃｒｉｔｉｃａｌｉｓｓｕｅｓｏｆｏｕｒａｇＢ． ｌｎｔｈｉｓ，theParliamentarianswillalwaysh

ａｖｅａｖｉｔａｌｐａｒｔｔｏｐｌａｙ．
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>ミヒーーニチー

アントニオＣ・フローレス

(１９７４年剛璽会i議辮輪総長）

１９ｓ４年色｝]１５円

現在…噸かわしいことに、資金の１１Ｗ)は真に効果的な機鰯を通にて行なわれていない。

また川燃的な少数の(mfiの系11鵠のためだけというのでなく、公平な形で成反を促すような

配分が行なわれていないＴ更に、政治的観点において承要なことは鴨'暮かにこの！犬餅±

今後もそう変わらないﾜﾌではないかをいうこ左である。

これから１５年先、つまりｚ１１ｌｔ紀が幕を開ける頃には、人口学君の榊計によれば、

ｌｌｋ界の人｢1はｓｏ億をい↑}るとされておいわずか１５０年11WにⅢflf界の人！]はＧ１禽

以上に拡大することになる。このことは、我々の顛痛の穂となっている。そして、新たに

力|iわる人口の'雛１１的翻分は、マルサスの時代から、ローマ法王パウロⅥ世に認iﾐるまでＰｌｌｉ：

なが烏に嵩われる表現をｲ測れば、椀飯振舞にありつけるどころか、恐るべき食縄不足に

`躯むことになると予測される。

今、我々は全人類に登(命的に課されたiiI1ij練に漬而しており、この試練は現実の政治の枠

の'L1ｺで対処していかなくてはならない。即ち、一部の裕福で耀限を持つ|劃々や、中闘に在

る国々、更に極貧とではないにしても貧しい国々など、これら１ｓｏ余りの国々の寓主的

な行動を通じて対;処しなくてはならないのである。

今慨紀の前半までは、個々の国々がこうした開題に関わりをもたなくてもすんできたの

である。１１t界の人｢'が１００万年にわたってゆるやかに成長をしてきたのであれば、科学

溝の言う人口学的変数について名.国政府が何らかの働きかけをしようとする必要はなかっ

たであろう。

実際１９５０年代から１９７４年までの間に激しい論争が展開され、それにイデオロ

ギー的な支配争いが絡まって殊更複雑な開題となったようである。しかし、ルーマニアに

おける「澱界人口会議を境として、基本的なコンセンサスに到達したと私は考えている。
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日!]ち人口間鹿と経濟。ﾈ|三舎開発閥1髄は、人｢１，鮒市の鋭検Ⅶ)袖・外への移民の瀧れ、

及びi/i柵できる#支術笹ｉ１ｌ１ｉｉ財源、人的盗源などの要素の'１１にjl蕊j預駁均衡を持たせて、』i妬

の質を向ｌこさせようという■･つの決意に関連した、二つの側面にすぎないということであ

る。いい換えれば、人|J学務が「人１１縦移」と呼ぶ現象、IMIち、医学の進歩や地域社会の

近代化による死亡率の低下は、ＩＩｊ生率の低下によってカバーされるという現象は貧しい

掴々や発展途上騨においては、政府の介入なくしては突現でさないといえる。

最も有力な国際機関である国際連合は戦争という不幸の再発を未然に防ぎ、国際平和

と安令を砿裸するためiこ、１９４５年に創織された。侭運は創H1/された当初から政齢に徹

したih1lr震のみでは経済やﾈ{:全的手段による補完がない限りこの国逮創設の目的を達成す

ることはできないと警告を発している。

開発問題に関して不屈の努力が重ねられている点は疑う余地もないが、これらの努力は

必ずしも公明蝋大に、また政淵的意廓を含まずに行なわれたとは限らない。１９７０年代

以降、環境、人口、居住、工業化に関する専門家会議では、従来からの保健や食糧などの

WW題に加え、新しいトピックスが論じられるようになってきたのである．

残念ながらいわば逆行するのは不可能な当然の現象である植民地の独立に伴って、国

連総会では、不協和宵が聞えるようになりサンフランシスコ平禾１１会議の後は東西の対立

がさらに深まることになった。富める国々がその国に委任されている責任の大きさに見合

うだけの涜金を闘連に進んで供与しようとしなくなったことを、認めざるをえないのであ

る。

いま論じている開題について、さらに焦点を絞ってみることにする。国連人口活動基金

（ＵＮＦＰＡ）は以上に述べたような経緯で設けられ、将来を桐察しながら活動している

組織である。しかし、富める国々からの自主的な拠出金だけに頼ってきたので、貧しい国

々から疑開が上がってきたのも当然といえよう。私が丁痩事務総長の職の：栞にあずかって

いた１９７４年の会議を皮切りにして、こうした疑闇が表明されるようになった。コロン

ボ会議では人口に関する国際協力に必要な１９８４年の目標額として、１ｏ億Ｆルとい

う数字が提示された。ＵＮＦＰＡのレポートによれば、１９８３年におけるＵＮＦＰＡの

資金はこの数字をわずかに１ｏ％強上回る程度にすぎない。
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この会議にご列席の薪名な代表者の侍様に申し上げたい〆今、我々自身の努力を通じて

開発WIN懸に取り紙む以外に、また穂々の試みを通じて人口学的変数に影響を与えながら先

に述べた合理`蛙を追求する以外に、現実的な選択の余地は残されていない－－政治にユー

トピアを求めることはできないのであるから－しかし、ここにおいて我々ははるか遠

くの希望を放棄しているわけではない。篇める阿々は、いつの円か、すべてを所有してい

る箇々と貧困、疾病、無知との不平等な戦いを行なっている国々との間のギャップがこ

のままさらに拡人するならば、やがて白鬮の鬮民に(匙叫重大な危機を遺産として残すこと

になるという現実に気づくであろうと思う。

私はすでに我国の公式見解を伝える立場を退いており、我国政府の立場を顧慮すること

なく、私が感じているままを臼fllに述べてみたい。メキシコはiiIi極端に位置する庫|でもな

く、国際協力に果たす役割も微々たるものといってもよいが、我が国は１０年にわたって

人口計画を実践している。１０年間というものは国家が存続する期間に比べれば、ほんの

一瞬かもしれないが、この間に人口増加率は約ｓｏ％に低下した。ただし、今後，解決し

なくてはならない霞要な問題もまだ残っている。それは皆様も明らかにお気付きである、

この広大な都市地域が抱えている問題だけを指摘するだけでも十分であろう。

さて、世界や各国にとって決定的に重要なこれらの課題が、主として国家の主権に基く

責任一一過去の苦難に満ちた経験から各国が正当に要求している責任一に必然的に委ね

られなくてはならないとすれば、権力を右するすべての期間がこの課題に寄与することこ

そ肝要といえよう。

私の考えでは、各国に特有の違いを別とすれば、国会議員はいくつかの共通性をもって

いる。つまり、国会議員は、自分達の活動の効果を上げるために、常に市民からの支援が

必要なため、国と地域のニーズに精通しているということである。国会議員は、専門技術

そのものは不変的なものであるから専門的な立場からというよりは、むしろ大中小のコミ

ュニティーの中にある声を把握しているという意味で、何力河能であるかをよく認識して

いる。人間関係に最も密接に関わりかつ微妙な閤題である、人口間題についてとくにあて

はまるであろう。
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議会は立扶機関であるが、とれわけ行政機関の行動を規制している。即ち、立法府は、

必喪に応じて政府の挑瞬を促進したり停止させたりしながらその効果をさらに高める

ことができしかも文化的特質を考慮しながら婦人の平等、ネ{二全的な価〈嵐そしてｲliM人

の尊厳などを保証しようとしている。

最後に公共支出の額とその方向僻について監督するのも、扇会議員の伝統的な役割で

ある。大きな絲潴危機｣<､:『文化的な危機が生じた場合にも、人１丁学的要因を促進するのﾄﾆ必

要な盗令の配分を蟻牲にしたり、軽減したりしてはならない。このことは教育、住宅間題

農業開発や丁:業鶴発についてもあてはまり、これらの盗金が鰹｡視きれれば、人口学的変数

に効果的な影響を及ぼすのは不可能になるであろう。

ここにご列席の著名な国会議員の諸氏に申し上げますがｶｷさんが帰国されたおりには

ブカレスト会議やトラテロルコ会議で採択された一連の勧告案を名濁の実状に即した薙準

に調輔するように努力していただきたい。なぜならこの種の問題ではとくに一般的な

アイデアを機械的に実施するだけでは、行動に移したことにはならないからである。

最後に私は、皆さんをコロンボ会議やその後のヨーロッパアジア、ラテンアメリカの

flh域会議に集わせた熱意がⅢ\さんの名誉のためにまた鵠さんの故国と人類の利益のた

めにｗ今後も続くことを心から念願したい。
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(HoNORAIWADVIsoRBEFoREmEAssEMBLY）

AUGUST15,1984

ＳＰＥＥＣＥ

Ｗｈａｔｉｓｄｉｓｔｒｅｓｓｉｎｇｉｓｔｈａｔｔｈｏｓｅｒｅsourcesarenotsubject，andwill

doubtlessnotbesubjectintheforeseeablefuture，ｗｈｉｃｈｉｓｗｈａｔｉｓｉｍｐｏｒｔａｎｔｉｎ

ｐｏｌｉｔｉｃｓ，toagenuinelyeffectiveorganizationtodistributethemandstimulate

growthinanequitablemanner，ａｎｄｎｏｔｍｅｒｅｌｙｆｏｒｔｈｅｂｅｎｅｆｉｔｏｆａｐｒｉｖileged

minorityofcountries．

Ｗｅａｒｅｗｏｒｒｉｅｄｂｙｔｈｅｆａｃｔｔｈａｔｉｎｌ５ｙｅａｒｓ，ａｔｔｈｅｔｕｒｎｏｆｔｈｅ２１ｓｔ

ｃｅｎｔｕｒｙ，ｔｈｅｒｅｗｉｌｌｂｅｏｖｅｒ８ｂｉｌｌｉｏｎｐｅｏｐｌｅｉｎｔｈｅｗｏｒｌｄ，accordingtoestimates

madebydemographers-sixtimesmorethantheworldpopｕｌａｔｉｏｎｏｎｌｙｌ５０ｙｅａｒｓ

ａｇｏ－Ｍｄｔｈｅｖastmajorityofthenewpopulationwiｌｌｎｏｔａｒｒｉｖｅｔｏｔａｋｅｐａｒｔｉｎ

ａｂａｎquet，ｔｏｕｓｅｔｈｅｆｉｇｕｒｅｏｆｓｐｅｅｃｈｋｎｏｗｎｆｒｏ、ｔｈｅｔｉｍｅｏｆＭａｌｔｈｕｓｕｐｔｏＰｏｐｅ

ＰａｕｌＶＩ，buttosuffeTfromterribleshortages．

Ｗｅａｒｅｔｈｕｓｆａｃｅｄｗｉｔｈａｃｈａｌｌｅｎｇｅｔｈａｔｄｅｓｔｉｎｙｈａｓｐｏｓｅｄｆｏｒａｌｌｏｆ

ｍａｎｋｉ、。，ａｃｈａｌｌｅｎｇｅｔｈａｔｍｕｓｔｂｅｆａｏｅｄｗｉｔｈｉｎｔｈｅｆｒａｍｅｗｏｒｋｏｆｃｕｒｒｅｎｔ

ｐｏｉｌｉｔｉｃａｌｒｅａｌｉｔｉｅｓ；ｉｎｏｔｈｅｒｗｏｒｄｓ，throughthesovereignactionsofoverl50

countries，somerichandpowerful，othersintermediateandstillothersthatare

poor，ifnotpoverty-stricken．

Ｕｐｔｏｔｈｅｆｉｒｓｔｈａｌｆｏｆｔｈｉｓｃｅｎｔｕｒｙ，ｉｔｃｏｕｌｄｐｅｒｈａｐｓｂｅｍａｉｎｔａｉｎｅｄｔｈａｔ

Ｓｔａｔｅｓｈａｄｎｏｔｈｉｎｇｔｏｄｏｗｉｔｈｔｈｉｓｉｓsue，Ｉｆｔｈｅｓｌｏｗｇｒｏｗｔｈｏｆｔｈｅｗｏｒｌｄ

ｐｏｐｕｌationhadbeenkeptinbalanceforoveramillionyears，therewasnoreason

forgovemDentstｏｔｒｙｔｏｉｎｆｌｕｅｎｃｅｗｈａｔｓｃｉｅｎｔｉｓｔｓｃalldemographicvariables．

Ａｓｏｆｔｈｅｌ９５０ｓ，ａｎｄｉｎｆａｃｔｕｐｔｏｌ９７４，therewassharpcontroversy，which

seemedtobecomplicatedbyideologiesthatstrovefordominance，ｂｕｔｆｒｏｍｔｈｅ

ｔｉｍｅｏｆｔｈｅｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅｉｎＲｕｍａｎｉａ，Ｉｂｅｌｉｅｖｅａｂａｓｉｃｃｏｎｓｅｎｓｕｓｗａｓａｃｈｉeved：

populationandeconomicandsocialdevelopmentareonlytwoaspectsofｔｈｅｓａｍｅ

ｄｅｃｉｓｉｏｎｔｏｉｍｐｒＯｖｅｔｈｅｑｕａｌｉｔｙｏｆｌｉｆｅｂｙｅｓｔａｂｌｉｓｈｉｎｇａｒａｔionalbalance

betweenthenumberofpeople,ｔｈｅｓｉｚｅｏｆｃｉｔｉｅｓ，internalandextBrnalmigratory

flows，andavailabletechnical，financialandhumanresources・Inotherwords，

whatdemographerscalltransition，wherebyadecreaseinfertilityratesoffsets

theeffectofareductioninmortalityratescausedbyadvancesinmedicineand

themodernizationofcommunities，cannotbeexpectedtotakeplaceinpooror

developingoountrieswithoutgovemmentintervention．
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ＴｈｅＵｎｉｔｅｄＮａｔｉｏｎｓ，thehighestinternationOrganization，ｗａｓｃｒｅａｔｅｄｉｎ

ｌ９４５ｔｏｐｒｅｖｅｎｔｔｈｅｒｅｃｕｒＴｅｎｃｅｏｆｔｈｅｓｃｏｕｒｇｅｏｆｗａｒａｎｄｔｏensureintemational

peaceandｓｅｃｕｒｉｔｙ・Itwarnedfromthegeginningthatstrictlypoliticalaction

wasinsuffMenttofulfillitsobjectiveswithouteconomicandsocialcomplement．

Ｔｅｎａｃｉｏｕｓｗｏｒｋｈａｓｕｎｄｏｕｂｔｅｄｌｙｂｅｅｎｄｏｎｅｉｎｒｅｌａｔｉｏｎｔｏｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ

problems，ｂｕｔｎｏｔａｌｗａｙｉｍｐａｒｔｉａｌｌｙａｎｄｗｉｔｈｐｏＩｉｔｉｃａｌｗｉＩｌ・Sincethel970s,ｎｅｗ

ｔｏｐｉｃｓｈａｖｅｂｅｅｎｅｘｐｌｏｒｅｄｉｎｓｐｅｃｉａｌｉ２ｅｄｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅｓｏｎｔｈｅｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔ，

population，humansettlements，andindustrialization，ｉｎａｄｄｉｔｉｏｎｔｏｔｈｏsethat

hadalreadybeenapproached，suchashealthandfood．

Ｕｎｆｏｒｔｕｎａｔｅｌｙ，ｗｈｅｎｄｅｃｏｌｏｎｉｚａｔｉｏｎ，ａｎｉｒｒｅｖｅｒｓｉｂｌｅａｎｄｎｅｃｅｓｓａｒｙ

ｐｈｅｎomenon，broughtexpressionsofinconformitytotheUnitedNationsAssembly

andthedifferencesbetweenEastandWestbecamesharperafterSanFrancisco，ｉｔ

ｍｓｔｂｅａｄｍｉｔｔｅｄｔｈａｔｔｈｅｒｉｃｈｃｏｕｎtｒｉｅｓｂｅｃａｍｅｌｅｓｓｉｎｔｅｒｅｓｔｅｄｉｎｇｒａｎｔｉｎｇ

ｒｅｓｏｕｒｏｅｓｔｏｔｈｅＵｎｉｔｅｄＮａｔｉｏｎｓｃｏｎｃｏｒｄａｎｔｗｉｔｈｔｈｅｍａｇｎｉｔｕｄｅｏｆthe

responsibilitiesentrustedtoｉｔ．

ＬｉｍｉｔｉｎｇｍｙｓｅｌｆｔｏｔｈｅｉｓｓｕｅｓｔｈａｔｃonceTnushere，theUnitedNationsFund

forPopulationActivitieswasthereforeestablished・Itisanorganizationthat

hasworkeｄｗｉｔｈｆｏｒｅｓｉｇｈｔ，ｂｕｔｏｎｌｙｔｈｒｏｕｇｈｔｈｅｖｏｌＭｔａｒｙｃｏｎｔｒibutionsofthe

richnations，ｗｈｉｃｈｉｎｅｖｉｔａｂｌｙｇａｖｅｒｉｓｅｔｏｓｕｓｐｉｃｉｏｎｓａｍｏｎｇｔｈｅｐoornations，

ｗｈｉｃｈＷｅｒｅｅｘｐｒｅｓｓｅｄａｔｔｈｅｏｕｔｓｅｔｏfthel9740onference，ａｔｗｈｉｃｈｌｈａｄｔｈｅ

ｈｏｎｏｒｏｆｓｅｒｖｉｎｇａｓSecretary-General．

AtOolombo，ｙｏｕｓｅｔｔｈｅｆｉｇｕｒｅｏｆｌｂｉｌｌｉｏｎｄｏｌｌａrsayearasthegoalfor

internationalcooperationforpopulationinl984．ＴｈｅFund，sreportshowsthat

itsresourcesforl983amountedtoonlyslightlymorethanonetenthofthatfigure．

Ｔｈａｔｉｓｔｏｓａｙ，distinguishedOonferencemembers，ｔｈａｔｗｅｈａｖｅｎｏｏｔｈｅｒ

ｐｒａｃｔｉｃａｌｏｐｔｉｏｎ－ｓｉｎｃｅｕｔｏｐｉａｓｈａｖｅｎｏｐｌａｃｅｉｎｐｏｌｉｔｉｃｓ－ｔｈａｎｔｏｕｓｅｏｕｒｏｗｎ

ｅｆｆｏｒｔstoconfrontourdevelopmentproblemsand，withinsuchproblems，attempts

toinfluencedemographicｖａｒｉａｂｌｅｓｉｎｔｈｅｐＴｅｖｉｏｕｓｌｙ－ｍｅｎｔｉｏｎｅｄｑｕｅstfor

rationality・Thatdoesnotmean，however，ｔｈａｔwerenouncethedistanthopethat

thｅｒｉｃｈｃｏｕｎｔｒｉｅｓｗｉｌｌｏｎｅｄａｙｗａｋｅｕｐｔｏｔｈｅｒｅａｌｉｔｙｏｆｔｈｅｓｅｒｉｏｕｓｄａｎｇｅｒs

thattheywillbequeaththeirpeoplesiftheycontinueincreasingthegapbetween

thosethathaveeverythiｎｇａｎｄｔｈｏｓｅｔｈａｔａｒｅｅｎｇａｇｅｄｉｎａｎunequalstruggle

againstpoverty，diseaseandignorance．

ｌａｍｎｏｌｏｎｇｅｒａｎｏｆｆｉｃｉａｌｓｐｏｋｅｓｍａｎｆｏｒｍｙｃｏｕｎｔｒｙａｎｄｔｈａｔｉｓｗｈｙｌｆｅｅｌ
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freetostate，withoutcomittingmygovernment，ｔｈａｔＭｅｘｉｃｏｉｓａｔｎｅｉｔｈｅｒｏｆｔｈｅ

ｔｗｏｅｘｔｒｅｍｅｓ；thateventhoughinternationalcooｐｅｒａｔｉｏｎｈａｓｂｅｅｎｍｉｎｉｍａｌ，ｗｅ

ｈａｖｅｂｅｅｎａｂｌｅｔｏｐｕｔｉｎｔｏｏｐｅｒａｔｉonapopulationprogramthatinte、years，

ｗｈｉｃｈｉｓｓｃａｒｃｅｌｙａｍｏｍｅｎｔｉｎｔｈｅｌｉｆｅｏｆａｎａｔｉｏｎ，ｈａｓｌｅｄｔｏａｄｅｃｒｅａｓeinthe

populationgrowthrateofapproximately８０%,althoughwestillhaveextremely

seｒｉｏｕｓｐｒｏｂｌｅｍｓｔｏｓｏｌｖｅ、Ｉｎｅｅｄｏｎｌｙｍｅｎｔｉｏｎｔｈｏｓｅｔｈｏｓｅｔｈａｔareafflicing

thisimmencemetropolitanarea，whichyouhaveundoubtedlynoted．

nationmust

States-a

inthepast

Ｎｏｗ，ifsuchtasksofvitalimportancetoｔｈｅｗｏｒｌｄａｎｄｔｏｅａｃｈ

ｎｅｃｅｓｓａｒｉｌｙｒｅｍａｉｎｃｈｉｅｆｌｙｔｈｅｓｏｖｅｒｅｉｇｎｒｅｓｐｏｎｓibilityofthe

responsibilitythattheyjuslydemand，ｉｎｖｉｅＷｏｆｐａｉｎＭｅｘｐｅｒｉｅｎｃｅｓ

－ｉｔｉｓｅｓｓｅｎｔｉａｌｆｏｒａｌｌｏｒｇａｎｓｏｆｐｏｗｅｒｔｏｃontTibutetothetask．

Ｉｎｍｙｏｐｉｎｉｏｎ，ｐａｒｌｉａｍｅｎｔｓ，apartfromnaturaldiffBrences，sharesome

oommontraits：

－Theyareinclosecontactwithnationalandregioxlalneeds，sincethey

Tequireconstantcitizeｎｓｕｐｐｏｒｔｔｏｍａｋｅｔｈｅｉｒａｏｔｉｏｎｓｅｆｆｅｃｔｉｖｅ・Ｔｈｅｙｃａｎ，

ｔｈｅｎ，ｂｅｔｔｅｒｒｅｃｏｇｎｉｚＢｗｈａｔｉｓｐｏｓｓｉｂｌｅ，ａｌｔｈｏｕｇｈｎｏｔｆｒｏｍａｔｅｃｈｎｉｃａｌ

ｓｔａｎｄpoint，sinceteDhnologyisuniversal，ｂｕｔｒａｔｈｅｒｉｎｔｅｒｍｓｏｆｔｈｅｓｅｎｓｉｔＭｔｙ

ｏｆｌａｒｇｅ，ｍｅｄｉｕｍ－ｓｉｚｅｄａｎｄｓｍａｌｌcommunities・Ｔｈｉｓｉｓｐａｒｔｉｃｕｌａｒｌｙｔｒｕｅｏｆ

ｐｏｐｕｌａtionmatters，whichextendtowhatismostintimateanddelicateinhuman

relations．

－Ｐａｒｌｉａｍｅｎｔｓｌｅｇｉｓｌａｔｅ，ｂｕｔａｂｏｖｅａｌｌ，theycontroltheactionsofthe

executivebranches・Ｔｈｕｓ，whenrequired，theycanpromoteorhaltgovernment

actiontomakeitmoreeffeCtive，bearinginmindculturalidiosyncracies，ｔｏ
９

guaranteewomensequality，socialvaluesandthedignityofilldMduals．

－Finally，itisatraditionaltaskofparliamentstosupervisetheamount

andorieｎｔａｔｉｏｎｏｆｐｕｂｌｉｃｅＸｐｅｎｄｉｔｕｒｅ・Ａｔｔｉｍｅｓｏｆｓｕｃｈｇｒｅａｔｅｃｏｎｏｍｉｃａｎｄ

ｃulturalcrises，itisindispensablethatallocationsrequiredfordemographic

factorｓｉｎｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔｍｕｓｔｎｏｔｂｅｓａｏｒｉｆｉｃｅｄｏｒｒｅｄｕｃｅｄ；ｔｈａｔｉｎｃｌｕｄｅｓ

ｅｄｕｃａｔｉｏｎ，ｈｏｕｓｉｎｇａｎｄａｇｒｉｃｕｌｔｕｒａｌａｎｄｉｎｄｕｓｔｒｉａｌｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ，ｗｈｉｃｈ，if

neglected，ｗｉｌｌmakeitimpossibletoinfluencedemographicvariableseffectively．

■

ｌａｍｃｅｒｔａｉｎ，distinguishedparliamentarians，ｔｈａｔｗｈｅｎｙｏｕｒｅｔｕｍｔｏｙｏｕｒ

ｃｏＭｔｒｉｅｓ，ｙｏｕｗｉｌｌｓｔｒｉｖｅｔｏｔｒａｎｓｆｏｒｍｔｈｅｃｏordinatedsetofrecommendations

thatwereapprovedinBucharestandTlatelolcointonormsadopted，Ｉinsist，to

theidiosyncraciesofeachcountry；forinthesematters，moreperhaｐｓｔｈａｎｉｎ
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anyOthers，actionscannotbetakenthrou8hthemechanicalenforcementofgeneral

ideas．

ｌｉｋｅｔｏｃｏｎｌｃｕｄｅｂｙｅｘｏｐｒｅｓｓｉｎｇｍｙｗishthatthee1nthusiasmwhich

togatherinColomboandatthesuccessiveregionalconferencesof

andLatinAmericawillcontinue，ｔｏｙｏｕｒｈｏｎｏｒａｎｄｔｏｔｈｅｂｅｎｅｆｉｔｏｆ

Ｉｗｏｕｌｄｌｉｋｅｔｏｃｏ

ｐＴｏｍｐｔｅｄｙｏｕｔｏｇather

Europe，AsiaandLatinl

yournationsandmankind．
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二二2<Ｌ雪､－－チー

0-h，１

シ/ヱームズ・と／ヨイヤー

（ＧＣＰＰＤｒ算務総長）

１９８４年８月１Ｇ円

この人｢Ｍ鋼発に|調する国際議働会議に於いて、緯様にご挨拶できることを非常に光栄

に'1M(います。当当会議は、人｢】と開発に関心を持つ}丑界各蝋の閏会議《iが桃避してきた各種

の遭鋤の総仕_とげになるもめであ!〕ます。

人口と開発に関する調懸を検討するために「最初の鴎際議員会議が開かれたのは、１９

７７年であります。Ｚ午後にはズリラン'力のコロン･ポで開催され、そこに参力ＩＬた名鬮の

議働の大瓢分が人口と開発鯛懸の霞要'畦に最初に閲繭したのであります。その際に鰍ｉ１さ

れた、コロンボ'緋;は人lM2I7lW猟に醗する地域陶会織圏会議の#剛1巻呼びかけまレブと。

】９８０ｉｆ及び１９ｓ１年にはマレーシア、ナイロビ、>11涼、ストラスブルグで地域会議

を各々に澱催し人(]と蝿発に閲する特別姿f１分を猟成し、またその他の政策的なi/11i動を

提案しました。

１９８２年乏月には、それ迄の会議で特に活罐した議員のｲＩＨＩ人参力【|を得て『人口と開発

に蝿するＩＩｔ界露員会（ＧＣＰＰＤ）』を鮎成しました。１司委風会の同的はｲｷ国の国会議員

及び地力議員の活動を統合することであります。名園の議員は各々の国、乃祭地方の代

表としてではなく議員ｲM1人の麓絡で問委員会に参加したのです。従って、この1H:界委員会

は、より迅速に事態に1ﾌﾞＧＩ応することができ、各国政府の公式の立場に顔縛されることなく

鍵合「協力できるのであります。絲成以来、ＧＣＰＰＤは４回の地域会議を鰹催しており

ます。

１９ｓ乏年１２月にはブラジル国会の招待による「人口と開発に関する南半球議員会

議」畷俄に協力致しました。今年の乏月にはインドのニューデリーに於いて「人口と鰕発

に露するアジア議員フォーラム第一１１１１大会」を共維致しました。また２ケ月前の去るＳ月

３５



にはロン|$ンに於いて「人口と開発に関する欧州議員会議」を共樅致しました。来年腱

は「人｢【と開発に閲するアフリカ議員会議」を開縦する予謎で、現在準備｢１１であります。

以１入の各会議に参力“た名鰯議員は現在までに人口と開発WW題を討議する為にｓｏの識

輿グループを結成しております。

先にイキ藤隆、ハロルハサンフォード､、モハメ戸・ランジ、チャールズ・モリソンの名

議員が綴告しました、これら名議員グループの活動は我々が特に誇りとするものであり

ます。

しかし我々が今後手がけるべき課題は無数にあります。我々議員は多くの共迂Ｍがあ

lります。我々は民衆のi痩求に対して常に敏磯であlﾘ、政府と民衆の鵬の橋澱し役であ|りま

す。我々は政府を進むべき方向に導きその行動に関して合意を達成する責任を負ってお

ります。我々は民衆の代表として政策の決定に関与する蛾大の責任者であります。人口と

開発WW題は民衆の福祉に重大な影響を及ぼすものであり我々は傍観することは出来ませ

）

'i」｡

議員諾熟我々がここに集った瞬間から７５万人の生命が新たに地球とに誕生していま

す。そしてその９０％が発展途上国に於てであります。私は議員として、我々の政晦がこ

れらの人々にいかに対応してきたか、またこれらの数字がいかに我々の社会経済に影響し

ているかを、真剣に考えなければなりません。我々が人口と畷発に関して適当な妥協点を

見出さない限叺この問題に関する議員の動員は此ることはないでしょう。

＊我々は人口と開発に関して民衆を啓蒙するために立ち上らなければなりません。

＊我々は各国に於て議員の会合を開き、人口と開発問題を討議しなければなりません。

＊家族計画に関する情報及び活動を阻害する法的機会を均等化しなければなりません。

＊女性の労働、教育、信用に関する機会を均等化しなければなりません。
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＊現実濡蝿として社会の全ての面で機会を均等化しなければなりません。

＊家族計画二予算を強化し海外開発協力を強化しなければなりません。

＊各国の議員の人口と開発問題に関する運動を支援しなければなりません。

Ｐ

＊各国議員との連帯を強化して人口と開発'１W題に関する新しい議員集団を作らなければ

なりません。

＊議員として国連並びに国際金融機関と協力して人口閥題に関するより真剣な取り組み

を推進しなければなりません。

ここにおられる参加者の多くは、多年にわたって国際議員邇動を現在の水準まで持ち上

げるために努力してこられました。しかし、これを保ち、更に町_}Zするためには我々は自

国の国会に明確な方向性を持ち帰らなければなりません。我々は各々の国に帰り、各々の

国会に於てこの開題について関心を呼び起し、見識を発揮し、行動を起させる環境を作り

上げなければなりません。数分のうちに、この会議の公式宣言が発表される予定でありま

す。この公式宣言が我々の意思をさらに強閥なものにし、我々の発展を導いてくれるもの

と期待します。
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ＳＰＥＥＣＨＢＹ。ＡＭＥＳＨ．SCHEUER

COhairmanofExecutiveOomittee，GCPPD）

AUGUST１８，１８８４

MEXICDOITY

Lapresenteasambleaparlamentariaconstituyeelmomentoculminantedel

movimientoGlobalqueseproponeineresaralosparlalnentariosenlosproblemasde

lapoblacionyeldesarroIlo．

Elprimergrupoparlamentariointernacionaldetrabajoparadiscutirtemasde

poblacionydesarrolloseformoenl977．

Dosanosdespues，durantelaconferenciainternacionaldeparlamentarios

celebradaenclolombo，ＳｒｉＬａｎｋａ，numerososmiembrosdelparlamentosevieron

expuestosporprimeravezａｌｉｍｏｐａｃｔｏｄｅｌａｐｏｂｌａｃｉｏｎｅｎｅｌｄｅｓａｒｒｏｌｌｏｓｏｃｉａｌｙ

ｅｃｏｎｏｍ１ｃｏ．

Ｌａ”DeclaraciondeColombo”elaboradaenesaconferenciarecomendola

celebraciondeotrasreunionesparlamentariasregionalessobrepoblaciony

desarrollo．

Enl980yl981serealizaronconferenciasregionalesenMalasia，Nairobi，

BeijlngyStrasburgo，Ｃｌｕｅｌｌｅｖａｒｏｎａｌａｆｏｒｍａｃｉｏｎｄｅｇｒｕｐosespeoialesde

parlamentariosparacuestionesdepoblacion，asicomoanuevasiniciativaspoliticas

Ｅｎｆｅｂｒｅｒｏｄｅｌ９８２ｓｅｃｏｎｓｔｉｔｕｙｏｅｌｃomitemundialdeparlamentariospara

cuestionesdepoblacionydesarrollo，formadoporparlamentariosindMdualesque

haviansidoactivosdurantedichasoonferencias；elobjetodediohocomiteera

coordinarnassistelnaticamentelosesfuerzosparlamentariosnaoionalesyregionales

siguiendoel

representantes

mundialactuanatituloindMdual，

internacionaldetrabajo，ynocomo

unaregionenparticular．

LosmiBmbrosdelcomite

esquematraｚａｄｏｐｏｒｅｌｇｒｕｐｏ

ｏｆｉｃｉａｌｅｓｄｅｕｎｇｏｖiｅｒｎｏｏｄｅ

Porestemotivo，elcolnitemundialsepuedemovilizarconrapidezparaapoyar

actMdadesparlamentaTiasypromoverencuentrosycooperaoionesparlamentarias

fueradelmarcodelasrelacionesintergubemamentalesformales．

Desdesufomacion，elcomitemudialhaapoyadolacelebraciondecuatro
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conferenciasparlamentariasregionales．

Hemosayudadoaorganizaryreali2arlaconferenciadeparlamentariosdel

hemisferiooccidentalsobrepoblacionydesarrolloendiciembredel982enBrasilia，

porinvitaciondelparlamentoBrasileno．

ＥｎｎｕｅｖａＤｅｌｈｉ，enfebrerodelpresenteano，elcomitemundialcoausPioiola

primeraconferenoiadelforoasiaticodeparlamentariossobrepoblacionydesarrollo

Ｅｌｐａｓａｄｏｍｅｓｄｅｍａｙｏ，ｅｌｃｏｍｉｔｅｍｕｎｄｉａｌｏｒｇａｎｉ２ｏｌａｃｏｎｆｅrencial

parlamentariaArabesobrepoblacionydesarrolloenTunez，encooperacionconla

camaradediPutadosTunecia．

Yhacedosmeses,enjunio，elcomitemundialcoauspioiolareunionde

parlamentarioseuropeosenLondres．

Seestanelaborandoplanesparaorganizarelanoentranteunaconferencial

parlamentariaAfricanasobrepoblacionydesarrollo．

CongranplacerpuedoinformarqueenlosdiversosPaisesquehanpartioiPado

enlasmerlcionadasoonferenciassehanformadotreintagruposparlamentarios

dedicadosalascuestionesdepoblacionydesarrollo．

Nossentimosorgullososdelafomaciondedichosgruposparlamentariosyde

lasactMdadesregionalessobrelasqueinformaronTakashiSato，HaroldoSanford，

MohamedRachidiyOharlesMorrison．

Sinembargo，ｅｓｍｕｃｈｏｌｏｑｕｅｑｕｅｄａｐｏｒｈａｃｅｒ．

Losparlamentarioscompartimosunaseriedelazosoomunes．

Hemossidoelegidospornuestrospueblospararepresentarlos．

Somossensiblesantelasnecesidadespopulares・Ofrecemoselnexoentreel

gobiernｏｙｅｌｐｕｅｂｌｏ．

Tenemoslaresponsabilidaddeguiaralosgobiernosenlasdirecciones

adecuadasydeconstruirMconsensopoliticoparalaaccion．

SamosLosmasresponsablesenlacreaotiondepoliticasanombredelpueblo．
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Nopodemosmantenemosalejadosdelascuestionesdepoblacionydesarrolloen

vistadelefectotandramaticoquetienenenelbienestardelospueblos．

CompanerosparlamentaTios，desdecluenosreunimosaquiparaestaasamblease

agregarontrescuartosdemillondenuevossereshumanosanuestromundo．

Oasielnoventaporcientodeellosnacieronenpaisesendesarrollo．

Oomoparlamentarios，estamosobligadosaconsideparcomonuestorsgobiernos

atenderanaesｔａｇｅｎｔｅｙｅｎｑｕｅｆｏｒｍａｅｓｔａｓｃｉｆｒａｓａfectannuestrassociedadesy

nuestraseconomias．

Lamovili2aciondeparlamentariosｅｎｅｌｍｕｎｄｏｓｅｄｅｔｅｎｄｒａａｍｅｎｏｓｑｕｅｃａdauno

denosotrosadopteuncompromisofrentealostelnasdepoblacionydesarrollo．

Debemosconvertimosenportavocesｐａｒａｉｎｆｏｒｍａｒｙｅｄｕｃａｒａｌａｇｅｎｔｅｅｎ

ｍateriadepoblacionydesarrollo．

DebemosrealizarreunionespaTlamentariasparagenerardebatessobrepoblacion

ydesarrolloentrenuestroscolegasenelparlamento．

Debemosremoverlosobstaculoslegalesquerestringenlainformacionylos

serviosenmateriadeplaneacionfamiliar．

Debemosgarantizarlosderechosdelamujeralaccesoigualalaeducacion，

eltrabajoyelcredito．

Dehecho，debemosprocuraruntratamientoigualentodaslasfacetasdela

socieda｡．

Debemosincrementarlosrecursosparalosprogramasnacionalesdeplaneacion

familiaryparalaayudaaldesarrolloenultramar．

Debemosapoyarlosesfuerzosdelosgruposparlamentariosnacionaleｓｅｎ

materiadepoblacionydesarrollo．

Debemostrabajaranivelinternacionalconlosparlamentariosparaaumentar

lacooperacioninternacionalyestimlarlaformaciondenuevasasociaciones

parlamentarissobrepoblacionydesarTollo．
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debemostrabajarencooperacioncoｎｌａｆａｍｉｌｉａｄｅ

ｉｎｓｔｉｔｕｃｉｏｎｅｓｆｉｎａｎｃｉｅｒａｓｉｎｔｅｍａｃｉｏｎａｌｅｓｐａｒａ

ｌａｓａｃｔMdadesdemograficas．

Ycomoparlamentarios,、

nacionesunidasyconlas

garantizaｒｕｎｍａｙｏｒｅｍｐｅｎｏｅｎ

Muchosde1osaquipresenteshemosdedicadoanosdenuestrascarreraspaTa

llevarelmovimientoparlamentariomundialaesteniveldesuimpetu．

lIasparaqueesteimpetucontinue，debemosretornaranuestrosparlamentos

conunclarosentidodeorientacion．

Debemosregresarparacrearunamasacriticaquedespiertelaatenciony

estimulelaconcienoiaylaaccionennuestTosparlamentos．

Dentrodeunosminutosescucharemoslapresentaciondeladeclaraciondeesta

asamblea．

estadeclaracionfortalezcanuestrocompromisoynosguieHagovotosporque

ennuestrodesarr０１１０．
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二2ＬＦｒ。Ｉ。】ＤＪ＝リ

エＰ二４－メキミンニゴニ会晉言義一～ｃつアピーノレ

我々国会議員はアジアの各々に異なった政治、社会、経済の主義、制度を持

つ国々ではあるが、人口と開発という共通の課題を通じここに参集した。

①

国会議員は、個人の尊厳を尊重した上で自国の人口政策及び計画を決定する

主権をもつことを認知する。

②

ニューデリー大会での具体的目標の設定で、人口と開発が有意に係る為の議

員の広義な役割が更に重要となることを認識した。

③

国連国際人ロ会議においても、国会議員の極めて重要な役割が認識された。④

よって決議する；

（人口と開発分野での）最近の傾向と発展を機会にして、二国間／多国間の

協定及び交流を更に促進し、また各国政府が拠出を増額し人口計画をより支

援することを求める。

１

２，『人口と開発に関する国際議員会議』の参加議員に対しあらゆる障壁をのり

越え、これらの問題の解決に向かうコンセンサスを得ることを求める。
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APPEALOFTHEASIANFORU)I0FPARLIAHENTlMANSONPOPULATIONANDDEVELOPHENT

TO

TIIEIM五IHNATIONALPARLIMENTARYASSEMBLYONPOPULATIONANDDEVELOPMENT

AUGUST15,l984

NEXI〔ＤＯＩＴＹ

NHEREAS，despitethediversityinPolitical，socialandeconomicsystemsinAsia，

theparliamentariansarejoinedtogetherbytheirconcernforpopulationand

deVeloPmentProblems．

WHEREAS，parliamentariansrecogmzethesovereignrightofnationstodecideon

populationpoliciesandprogramｅｓｗｉｔｈｒｅｓｐｅｃｔｔｏｔｈｅｄｉｇｎｉｔｙｏｆｔｈｅindividual；

WHEREAS，theAsianparliamentariansrealizetheincreasinglybroadbasedroleｔｈｅｙ

ｎｅｅｄｔｏｐｌａｙｉｎｂｒｉｎｇｉｎｇａｂｏｕｔａmeaxlingfulrelationshipbetweenpopulationand

develoPment，ｉｎｖｉｅｗｏｆｔｈｅｓＰｅｃｉｆｉｃｇｏａｌｓｏｎｔｈｅＮewDelhiOonference；

ANDWHEREAS，theUnitedNationsInternationalConferenceonPopulationrecognizes

thevitalroletheparliamentariaｎｓｈａｖｅｔｏｐｌａｙ；

BEITTHEREFORERESOLVEDthatfollowingrecentencouragingdeveloPmentsand

trends，ｂｉ－ｌａｔｅｒａｌａｎｄｍｕｌｔｉｌａｔｅｒａｌｅｘｃhangesandagreementsmustbefurther

encouraged；alsoincreaseingovermentcontributionsandsuPPortfornational

populationprogrames；

ＢＥｒＴＦＵＲＴＨＥＲＲＥＳＯＬＶＥＤｔｈａｔｗｅｃａｌｌｕponthedelegatestothelnternational

ParliamentaryAssemblytotranscendandbreakallbarTiersinordertobring

aboutanenviromentofconsensusontheseissues．
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匡三１１巽芙ノ、ロ冒全晉言義一曰 ﾌ本=イーＥＺ三三霊寅言免

厚生政務次官：湯川宏

１９８４年８月９日（メキシコ）

議長及び御列席の皆様、

私は、日本政府を代表して、閣下が今次国際人ロ会議の議長に選出された

ことに祝意を表するとともに、この会議が、閣下の卓越した指導力のもと、

実り多い成果を挙げることを期待し、かつ確信しております。

また、この会議の招請国たる、この美しい国メキシコの政府及び国民に対

し、心からの感謝の意を表したいと思います。さらに、この会議を組織し、

準備されたサラス会議事務局長及び職員の方々に対しても、深い謝意を表す

るものであります。

１９７４年のブカレスト世界人ロ会議以降、人口問題解決に向けて、各国

及び国運をはじめとする国際機関より、多くの努力が積み重ねられ、また、

具体的成果が得られた例も少なくありません。これは、人口問題について世

界の世論を喚起し、解決の方途についての指針を与えたブカレスト会議の重

要な貢献と言えましょう。

然しながら、依然として成果が不十分な分野があり、また、更に十年間の

社会経済情勢の変化をも踏まえて、新たな対応を求められている分野もあり

ます。人口増加率について見ると、アジア等かなりの途上国に於いては良好

な成果が見られますが、依然として、多くの国は高い成長を続けています。

かかる人口増加の及ぼす社会的、経済的影響は十分考慮される必要があり

ます。また幼児死亡率の低下、平均寿命の向上等人々の健康・福祉促進の面
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においても、その成果に大きな相違が見られ－層の努力が不可欠となってい

ます。更に人口構成の地域的、年齢的変動に基づき生じてきた諸問題は新た

な視点より対処する必要があります。

議長、

私は、以上の問題意識を踏まえ、かつ将来の各国の人口問題解決への一助

とならんことを期待しつつ、先ず日本の人口問題に触れてみたいと思います

今回、我が国は、この会議のために『我が国の人口の趨勢と意味合い』と題

する冊子を作成致しました。既に皆様の御手元に渡っていることと思いま

す。その冊子を見ていただければおわかりになるとおり、我が国の人口趨勢

の特徴は、最近数十年の短期間に人口増加率が急激に低下し、現在ｏ、７％

であること及び平均寿命が、１９８３年に男７４．２才、女７９．８才に達

し、世界で最も高い水準に達していることであります。この期間、我が国は

急速な経済・社会開発を実現し、人々の「生活の質」の向上においても大き

な進展を見ています。かかる我が国の経験は、人口問題と経済・社会開発、

また生活水準の向上等、種々の要素を検討する上での参考となり得ましょう

議長、

以上のような急激な人口転換により我が国の人口は、西欧諸国の例に比べ

て格段に早い速度で高齢化しています。我が国の経験に照らしても急速な高

齢化は年金、医療費等、社会保障費の増大という経済・財政面のみならず、

高齢者の生きがいや家族の問題等社会面においても、重要かつ長期的課題と

して十分事前に種々の対策が検討される必要があります。

このような人口高齢化の問題は、高齢者世界行動計画においても述べられ

ているとおり、先進国のみならず、開発途上国も、近い将来確実に直面する

問題であり、人々の生活の質の向上という観点からもその重要性を増してい

ると考えます。従って十年先を展望するこの会議においても、人口高齢化の

問題に十分な注意が払われることが肝要と考えます。
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議長、

次に、人口問題解決、特に家族計画の分野で婦人の果たす役割の重要性は

我が国においても十分認識されているところであります。また、我が国にお

いては、家族計画という分野に限らず、広く婦人の地位の向上及び社会参加

の促進を求める声が高まっており、国内的には１９７７年に政府により国内

行動計画が策定され、以後、同計画の目標達成のため、着実な努力が払われ

ております。

議長、

我が国は、従来より、人口問題については、開発途上国の自助努力を側面

的に支援するとの基本的考え方に立ち、国際機関への協力及び二国間協力双

方を通じて、「人口分野」における国際協力を推進してきております。我が

国の同分野での国際協力の実績の推移については、ＵＮＦＰＡへの拠出を例

にとると、十年前の１９７４年に５００万ドルであったのが、本年には、８

倍の４，０１０万ドルに達しております。人口・家族計画分野での二国間技

術協力も着実に増加させてきており、１９８４年度においては約３４０万ド

ルの協力を行う予定であり、今後共、多数国間協力及び二国間協力双方を通

じ、可能な限り、かかる協力を継続していく所存であります。我が国として

は、かかる協力が、開発途上国における効果的な人口政策の策定・実施、並

びに保健医療の改善及び保健教育の向上を伴い、かつ住民の理解に基づいた

地域レベルでの家族計画運動の推進に貢献することを望んでおります。

また、国連人口活動基金が人口援助分野で挙げてきた実績を評価するととも

に、同基金が、今後共、その活動を効果的かつ充実したものとすることを期

待するものであります。尚、我が国は、今回の国際人ロ会議に対しても、そ

の重要性に鑑み、ｓｏ万ドルの資金協力を行っております。

議長、

人口問題解決のための活動は、非政府機関等民間レベルに負うところが少

なくありません。我が国の例で言えば、家族計画国際協力財団が１９ｓ８年
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の設立依頼、活発に国際協力活動を推進しております。さらには、人口と開

発の問題に関心を有する国会議員が、国際人ロ問題議員懇談会という組織を

構成し、立法府における人口問題に対する関心の高揚に尽力しています。

尚、この関連で、この会議の終了後の１５１ｓ曰の両日、人口と開発に関

する世界議員会議が、Ｓ０ケ国以上の諸国の国会議員の参加により開催され

ることを大いに歓迎したいと思います。

議長、

ブカレスト世界人ロ会議以降、世界の人口問題解決のための人類の努力は

第二の十年に入ろうとしていますが、ここで私は、二つの調和の必要'性を訴

えたいと思います。即ち、国際社会においては、開発途上国の自助努力と先

進国の国際協力との調和、そして各国においては、経済社会政策と人口政策

との調和であります。世界の人口問題を真に解決するためには、かかる調和

の上に、地球的規模の努力が払われることが不可欠であり、世界人ロ行動計

画等の人口分野における国際的合意を地道に、かつ真撃に実行することが最

も強く求められていると言えましょう。

議長、

最後に、この会議が、世界の人々の人口問題に対する理解を更に深め、各

国の人口政策の優れたガイドラインとなり、国際人ロ会議が人口閤題解決に

向けての第二の出発点となることを期待し、かつ確信するものであります。

ありがとうこざいました。
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ぅfくこ国fEZ三隻潅晨二言兎国I雲デニノ、ロー=害言義一

米国主席代表：ジェームス・バックリー

１９８４年８月８日（メキシコ市）

まず最初に、国際社会にとって重要なこの集まりのホスト役を務められた、デラ・

マドリ大統領閣下並びにメキシコ政府に対してその暖かいおもてなしに感謝したい。

さて、今回の会議は、１０年前にブカレストで採択された世界人ロ行動計画を新め

て検討するために招集されたものだが、そのための討議に際して、人口閤題はより大

きな目的の一部であるということを心に留めておくことが重要である。

即ち、行動計画は、自らﾛ畠っている通り「国際社会が経済開発、生活の質の向上、人

権と基本的自由の保証を促進するための、ひとつの方法」なのである。端的には、人

口間題のゴールとその政策は、それ自体で完結するものではなく、基本的価値を尊重

した上で人間の条件を向上させるために実施される、社会・経済戦略の枠組の中でと

らえられるべきである。

過去２０年間、人口問題への関心を高め、国際協力を促し、自主的な家族計画に基

いた人口政策を策定実施する上で、米国は指導的役割を果たしてきた。例えば、米国

は今年、人口問題の為に霧２４０，０００，０００．－を拠出しているが、これは

先進国全体の人口問題の為の援助合計額の４４％に相当している。また、レーガン政

権は１９８５年については、更に増額を提案している。１９８０年以来、これら人口

プログラムへの米国のサポートは３０％以上伸びているのである。

同時に、このＺ０年間の経験を通して、我々の人口政策に、よりシャープな焦点を

当てることが可能になり、なをかつ求められてきているのである。

過去３０年間に発展途上国は死亡率を減少させるのに大成功を納めたが、その結果

それらの国々の人口が急激に伸び、新たな問題をひき起こしてしまったのである。
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この為、たとえ今後出生率が著しく下がったとしても、人口が来世紀に入って更に増

え続けることは逃れようのない事実と思われる。

こうしたドラマチックな現象に接して、多くの国々が人間の数の増加を抑制するこ

とばかりに専念して、増加する世界人ロに対してどのように対応すればこれらを受け

入れることができるだろうか、という課題を省りみなかったのは不思議である。

然し、メキシコのデラ・マドリ大統領の月曜日の素晴らしい歓迎の辞は、この問題

を的確にとらえたものであった。

「今日４８億の人口が住む地球は、将来の人口の基本的ニーズを十分に充たすこと

のできる天然資源、生産能力及び様々な行政、政治的力量をもっている。健全な

判断をもって将来に備えるべく努力しようではありませんか」

ぜひ、この大統領のアド､バイスに従って、人口問題を正しい観点でとらえるべきだと

考える。

先ず第一に、そして何よりも重要なことは、人口増加自体は必ずしも善悪の問題で

はない。それは経済政策、社会的抑制、より多くの男女を有益な仕事に就かせる能力

等の他の要因との関連に於いてはじめて財産又は問題になるのである。人々は結局の

ところ、消費者であると同時に生産者なのである。

これを良く示しているのが香港と韓国である。天然資源はわずかしかない上に、こ

の２０年の問に人口が大幅に増えているにも拘らず、このＺケ国ほどの急速な経済成

長を成し遂げた例は他にほとんどない。両国の各々の社会が共に自由経済体制の中で

の個人（民間）の創造性を尊重したのは決して偶然の一致ではないと信じる。

然し他の発展途上国の一部は、コントロールされた中央集権的に計画された経済、

という別の道を選んだのである。こうした例では、経済上の意志決定が社会経済計画

者（プランナー）及び官僚の手に集中されてしまった為に、個人の持つ自発性（イニ

シアチブ）が阻害され、平均的男女がもつより良い将来創造の為の力がそこなわれて

しまった。
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農業は労働の報酬を無にしてしまった政府の価格固定策の為に荒廃し、幼稚産業で

の雇用の創造は没収に近い重税により妨げられてしまった。また個人産業及び成長は

不利な状態におかれた、このような状況下で人口増加は脅威に変わってしまった。

「経済の国家統制」が行なわれ、その為に開発が遅れてしまった為に、人口成長を遅

らせる自然のメカニズムが破壊されるという最悪の結果が生じてしまった。世界の先

進国は強制的方法を用いずに均衡ある人口を達成したのである。これらの事例では、

個々の家族が経済的機会と願望に合わせて再生産活動を調整したことが規制要素とな

った。歴史的にも機会が増え生活水準が上がると出生率が落ちているのである。幸い

なことにブカレスト会議以来、経済開発と人口政策は相互に補完しあうものであると

いう国際的なコンセンサスが育ってきている。

この会議は、今迄の経験を振りかえって経済発展と人口問題との相互作用を再検討

し、将来のためのより効果的な戦略を創造するためにユニークな機会を我々全員に与

えてくれている。然しながら我々はその考察を経済と人口の両要素に限定してはなら

ない。いかなる政策を採用しようとも、それは人間の尊厳と基本的自由を損なうもの

であってはならない。

レーガン大統領はこの会議に寄せてのメッセージで次の様に語っている；

「人口プログラムは、個人と家族の権利と義務を認識し、宗教的・文化的価値を尊

重した上で、真に自主的に行なわれるべきであり、また現にそれが可能であると

信じている。このようにプログラムが実施されるならば、それは経済及び社会の

発展、母と子の健康、そして社会と家族の安定に多大に貢献するだろう」

今回の会議に備えるために、米国は慎重に政策に関する声明書を検討し、そのコピ

ーを各代表団に事前に配布した。それは決して過去の立場を根本的に変えるものでは

ない。むしろ《それは米国の対外援助が真のニーズにより効果的に対応し、基本的価

値をより考慮したものとなるようにシャープな焦点をあてようとした姿勢を示すもの

である。

米国は長年続けてきた開発と家族計画の為の対外援助を今後も継続するものであり

その決意には一切変わりはない。これらの援助金の使途についてより慎重な配慮をす
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ることにより米国はその経済援助の効果を高めると同時に家族計画資金が人間の尊厳

と家族的価値を尊重した形で使われることを確認したいと思っている。

国連の児童の権利に関する宣言（１９５９）は、誕生前及び誕生後の子供の法的保護

を唱っている。米国もそれに従って、妊娠中絶を家族計画プログラムの適正な要素と

して認めない。

過去１０年間、米国はその人口問題に対する援助金が妊娠中絶の実施あるいは奨励の

為に使われることを認めていない。今回の政策はこの既存の方針（制約）を三つの方

法で更に強化することになる。

第一に、米国以外からの資金で妊娠中絶をサポートしている国に対しては、今後米

国からの拠出金は別の分離した勘定を通し、妊娠中絶には決して当てられぬように

する。

第二に、米国は他国に於いて妊娠中絶を家族計画の－方法として実施、または積極
一

的に奨励している非政府機関に対しての資金援助を中止する。

第三に、ＵＮＦＰＡ（国連人口活動基金）については、資金援助を与える前に、そ

の資金の一部が妊娠中絶に向けられないことを強く求め、更に妊娠中絶をしたり、

またはその資金援助をしていないという具体的な保証をＵＮＦＰＡに求めることに

する。このような保証が得られない場合には、米国の拠出金が真に国際的努力とし

て効果を発揮できるように、米国はその拠出金をＵＮＦＰＡ以外の他の家族計画に

まわすことにする。

人口成長をおさえる努力が望ましいと判断された時には、それらの努力がまず何よ

Ｕも夫婦がその家族のサイズを自ら決定する権利を尊重した上で実施されなければな

らないと考える。従って、人口上の課題達成のために強制的な手段を持ちいる国に対

しては、家族計画の為の資金を提供しないこととする。

米国は家族計画プログラムを支援するにあたって、二つの基本的な目的を掲げてい

るが、そのいずれもが夫婦が子供を産む時を自ら決定する為に必要な知識とサービス
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への容易なアクセスを必要としている。

最初の目的とは健康に関わるものである。効果的な家族計画サービスが利用できれ

ば、夫婦は母と子の健康をより保護し、出産間隔をコントロールし、安全に子供を産

む為には若すぎるかまたは年をとりすぎた母親の妊娠を避けることが可能になる。

家族計画の第二の目的は、家族のサイズについて両親がコントロールできるように

することである。自主的かつ効果的家族計画プログラムが実施されれば、夫婦が子供

の数を少なくしようと望むようになりその結果家族の大きさは著しく小さくなるの

である。そしてこの安全、適切、効果的な方法は十分に実現可能である。

ここでも我々は、歴史的または最近の経験を生かすことができるのである。多くの

夫婦が子供の数が多い程、経済的利益が大きいと信じる限り、多数の子供を持とうと

するものである。この欲求は、子供達が小さい頃から働き、家族の生計を助け、年を

とり働けなくなった親の生活をみている最も発展が遅れている国々で特に広く見られ

る。しかし、社会が一旦真の経済発展をある程度のレベル迄達成すると、子育てに対

する動機が変わってくるものである。特に婦人が高等教育を受け、様々な経済上の機

会を与えられて、社会の中で適正な地位を与えられている場合には、この傾向が顕著

である。

その良い例が韓国とＡＳＥＡＮ諸国である。１９７０年から１９８２年の問に、こ

れらの国々は世界の他の国々をはるかにしのぐ、７％の平均成長率を記録しているの

である。同時に重要な家族計画上の努力と経済成長に伴なって生じた子供を持つこと

の願望の減退（これは歴史的に実証されている）が組み合わざって、その平均普通出

生率をｓｏ％以上も低下させている。これらの国々の中には天然資源に恵まれている

ところもあるが、しかし全くない国も含まれている。

然し、これらの国々は皆、民間の投資とイニシアチブを奨励する市場経済と政策を共

通のものとして持っているのである。

残念ながら、多くの発展途上国にとっては、たとえ最善の経済政策が実施されても
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とてもにわかに人口圧力を軽減することができないのが現状である。一方その問に急

速な人口増加が既に十分深刻な問題とからみあって、経済発展のコストと問題を一層

高めている。しかし人口抑制は万能薬ではないのである。健全かつ総合的な開発政策

がなければ、人口抑制それ自体だけでは、飢餓、失業、人口の集中または潜在的な社

会的不安等の問題を解決できるわけではない。米国は、健全な経済政策と組み合った

効果的かつ自主的な家族計画プログラムへのサポートを通して、発展途上国の人口問

題解決のための努力を援助し、貯蓄率及び投資率を向上させ、効果的な市場の発展と

雇用機会の増加を促進し、人々の健康と教育の向上プログラムにあてられる資金の必

要量が将来的に減少されるように努め、各国が悔外援助を必要とする，情況から少しで

も早く脱却できるように協力を続けていく所存である。

以上の考えは過去ｚ０年間の人口問題への援助の経験をいかし、その政策によりシ

ャープな焦点をあてた結果生まれてきたものである。

我々は世界人ロ行動計画を再評価する今回の会議に対しても同じアプローチをとるこ

とを強く訴える。代わりのモデルを検討する時には、今迄に成功が実証されたものの

中から、－番適切なものが選ばれることを期待する。

まだまだ、やらねばならぬことは多数残されているが、現在までに達成された素晴

らしい前進については大いに誇りを持つべきであろう。例えば、過去３０年間に発展

途上国の出生率は人口安定のゴールとしてめざされているものの半分にまで低下した

更に、大半の国に於いて人間の平均余命もドラマチックに伸び、一人当たりのカロリ

ー摂取量が改善され、識字率は著しく高まり、疾病は減少し、国民一人当りの所得が

著しく増えている。

こうした実績は、この会議に臨んで、これから我々が仕事を続けていく上で大いに

励みになってくれよう。同時に、我々の間で避けがたい（意見の）違いがでてきても

驚いた!Ｌ動揺したりしてはならない。今日、我々は多様な文化と歴史的経験を背景

に、この会議に集っている。我々の倫理、道徳的な考え方は様々な宗教的、非宗教的

な伝統によって形成されている。そして我々は人間の本質及び国の目的について根本

的に異なった考えを持ち、それに従って自らを異なった方法で納めている。

６２



こうした多様'性が人類にとうても最も重要かつセンシチプなテーマの中の二つ、つ

まり「人間の出生と家族の権利」の問題に関連して論じられる時には、我々の間でい

くつかの重要な事項について意見の相違が出てきても決して驚くにあたらないのであ

る。我々は皆、家族計画、人口政策そして経済発展について得た経験、洞察力及び考

え方を互いに分かちあうことにより、いろいろなものを得ることができる。しかし、

会議の議題にのせられている全ての事項について意見の合意を見ることを期待しては

ならないと考える。

以上申し上げたうえで、国際社会が協調すべき分野を見出し、人類の共通のゴール

を達成する為の最善の方法を決める為、ここに集まられた各国の代表団と共に話合い

協力できることを祈って、この話しを結ぶ。
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国IS祭ノ(＝ロ会言言義「窪カモーテ」皇室旨

(８月８～１４日於・メキシコ）

１．前文

1.1974年のブカレスト世界人ロ会議以後、世界の社会・政治情勢が著しく

変化する中で、世界人ロ行動計画（以下「行動計画」）の目標は、達成され

たものもあれば未達成のものもあり、また新たな問題も現われてきており、

行動計画はその補強が必要となった。

2．過去10年間で世界全体の人口の増加率は低下したが、アフリカ等途上国の

中には逆に高くなった国もある。家族計画の普及、婦人の地位の向上による

出生率の低下は見られるが、途上国においては未だ避妊の普及は十分ではな

く、５０％以下の婦人しか避妊方法を利用していない状況である。人口都市集

中が途上国では大きな問題であり、また、人口趨勢の変化により、人口高齢

化の問題が現出している。

8．今後10年間の人口問題解決にとって次の諸問題が課題である。

（１）今後とも増加する人口

（２）乳児及び妊産婦の高い死亡率

（８）需要に追いつかない家族計画プログラム

（４）人口高齢化等を特徴とした人口構造の変化

（５）人口都市集中を中心とする国内人口移動、国際人ロ移動、難民等の

諸問題

（８）婦人の地位の向上

（７）食糧確保、保健及び教育の充実

（８）データ収集・分析の向上
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１１平和、安全保障と人口

平和と開発との密接な関係に留意しつつ、人間'性を尊重した人口政策及び

経済・社会開発の前提条件となる平和、安全保障、軍縮、国際協力を促進さ

せることが重要であり、資源は軍事よりは社会・経済目的により多く用いら

れるべきである。

１１１．勧告

1．経済社会開発と人口

（１）経済社会開発は人口問題解決の中枢的要素であり、また、人口は開発計

画の非常に重要な要素であることに留意しつつ、開発政策は人口、資源、

環境及び開発との関連性をふまえた総合的な見地より策定されるべきであ

る（勧告1)。

（２）先進国は、貿易障壁の減少、ＯＤＡの増加等を通ずる国際協力を行うこ

とが求められる（勧告3)。

2．人口政策の推進

（１）人口政策を効果的に推進するためには、地域のニーズに合ったものにす

べきであり、人口政策を策定するにあたっては、コミュニティ及びＮＧＯ

の参加が促進されるべきである（勧告7)。

3．人口増加

（１）人口増加が、国家目標を阻害すると考える国は然るべき人口政策を策定

することが求められる（勧告8)。

4．疾病率及び死亡率

（１）死亡率の高い国は、2000年までに、最低、平均寿命60歳、乳児死亡率

出生1000対70以下の達成を目指すべきである（勧告9)。

（２）妊産婦死亡率を2000年までに少なくとも半減させ、また人工妊娠中絶を
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回避する方策を考えるべきである（勧告13)。

母子保健、出産間隔の観点から母乳保育を促進すべきである（勧告15)。

婦人の教育水準と幼児死亡率との密接な関係にかんがみ、婦人の教育

水準の向上を図るべさである（勧告18)。

5．出産と家族

（１）政府や、ＮＧＯは出産年齢にあたる婦人のニーズ（必要）に応えるため

家族計画プログラムに必要な資金を割り当てることが強く求められる（勧

告２１)。

（２）家族計画を進めるにあたっては、人口政策は強制的、差別的なもので

あってはならず、社会に普及している文化的価値及び国際的に認められた

人件を考慮したものでなければならない（勧告25)。

（３）出生率に関する政策を採用しようとする国は、量的な目標を設定すべき

である（勧告27)。

8．婦人の地位

（１）政府は開発の全ての局面における婦人の参加を図ることが強く求められ

る（勧告29竿)。

婦人差別撤廃条約の早期批准が求められる（勧告33)。

出生の開始を遅らせる政策を促進すべきである（勧告29.81)。

7．人口分布と国内人口移動

（１）人口政策は49条において個人または集団を占領地から強制的に移住させ

ること、また、占領地へ自国民を移住させることを禁じた「1949年の戦時

における市民の保護に関するジュネーブ条約」のような国際協定の趣旨に

一致したものでなければならなく、更に力によって占領地に入植地を設け

ることは、不法であり、国際社会によって非難されるべきものである。

（２）政府は、個人、家族、各種の社会経済グループ、コミュニティ、また、

国全体の利益を包括的に分析し、国内移動に関する政策を策定することが

求められる（勧告84.35)。
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(3)農村の生活水準自体を向上させるための農村開発計画に優先度を置くべ

きである（勧告４１)。

8．国際人口移動

（１）国際人ロ移動に係る政策は不法移住者も含め移住労働者の基本的人権を

重視すべきである（勧告48.48)。

（２）条件の良い雇用創出等を通じ頭脳流出の原因となる要素を無くすことを

目的とした、国内的、国際的な流出防止策を策定すべきである（勧告44)。

9．難民

（１）難民の基本的人権を保障するためにも、各国が難民条約を批推すること

が求められる（勧告52)。

（２）難民流出の原因の除去、自主的な帰還のための条件の創出等が求められ

る（勧告58)。

１０．人口構造

（１）人口高齢化の問題は、その開発全般、社会サービス、医療等に対する影

響を分析し、それをもとに、政府は高齢者の福祉と安全を確保する施策を

取ることが求められる。他方、高齢者を単なる非扶養グループという観点

でなく、社会に対し活発な貢献を行うことができるグループとして見る必

要がある（勧告58)。

１１．データ収集、分析、研究

（１）政府は効果的な人口政策策定の基礎となる人口推計を行うために人口動

向をモニターし評価すべきである（勧告59)。

また、国内の標準調査を確立または強化すべきである（勧告83)。

（２）研究の分野においては専門家の訓練、モニタリング、評価等を含めた実

用的な研究に重点を置くとともに、出生率の決定要因布結果に関する社会

面での研究にも優先度を置くべきである（勧告87)。

１２．各国政府の役割
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(1)政府は自ら人口政策を進めるにあたって自助努力に高い優先度を置くと

もに、モニタリング、評価システムの確立、国際協力の国内プログラムと

の調整、人口計画策定、実施におけるコミュニティーの参加を確保するこ

とが求められる（勧告74)。

、国際協力の役割

(1)国際社会は行動計画の継続的実施のために重要な役割を果たすべきであ

り、人口分野における援助を増加させることが求められる（勧告78.79)。

(2)ＵＮＦＰＡの活動が強化されるべきであり、その活動について、事務総

長に対し1988年までに報告を提出するよう要請する（勧告80)。

(3)国会議員、ＮＧＯ、マス・メディア、政策担当者等が国際協力の分野で

果たしている役割を今後とも継続させていくことが求められる（勧告81.

1３．

82.83)。
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メーーョンコＴ=ｈｒ２宣言三・皇室宅三三

（１９８４年８月１４日・メキシコ）

「国際人ロ会議」は世界人ロ行動計画が、有効であることを

再確認、引き続き実施するための勧告を採択した。

1．

過去十年間に福祉分野での進歩はみられるが、失業増大、

対外債務の累積などの問題があり、人口増加、高い死亡率、

人口移動問題には緊急の行動を要する。

１．

人口圧力が先進国、途上国の福祉、および生活の質の格差

拡大に影響するとの懸念を生じさせている。

１．

開発政策・計画には人口、資源、環境、開発との密接な関

連を反映すべきである。

1．

人口増加率が開発計画を阻害すると考える国は人口政策を

採用すべきである。

１．

婦人の社会的、政治的、経済的政策を支援するため幅広い

行動を早急にとる。

すべての夫婦、個人が自由かつ強制のない形で子供の数、

出生間隔を決めることができるよう情報、教育などを受ける

基本的権利を行使できるよう努力する。

1．

1．

健康水準を向上させるためプライマリ・ヘルスケア（初期

保健治療）制度による母子保健に特別の考慮をする。

1．
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人口高齢化は多くの国が経験する問題であり、高齢者が

社会、文化、経済生活面で果たす貢献を考慮する。

1．

急速な都市化に対する都市・農村開発戦略は人口政策の

重要な一部である。

１．

国会議員らの人口分野での国際協力を進め、非政府機関、

開発のすべての面での支援を要請する。

1．
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